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令 和 元 年 

 

赤平市議会第２回定例会会議録（第１日） 

 

                          ６月１７日（月曜日）午前１０時００分 開 会 

                                    午後 ３時００分 散 会 

 

 〇議事日程（第１号） 

  日程第 １ 会議録署名議員の指名      

  日程第 ２ 会期決定の件          

  日程第 ３ 諸般の報告           

  日程第 ４ 市政の報告（市長・教育長）   

  日程第 ５ 令和元年度所信表明演説（市長） 

        ・教育行政執行方針（教育長）  

  日程第 ６ 議案第  ７号 赤平市選挙公報 

        発行条例の一部改正について   

  日程第 ７ 議案第  ８号 赤平市森林環境 

        譲与税基金条例の制定について  

  日程第 ８ 議案第  ９号 赤平市災害弔慰 

        金の支給等に関する条例の一部改 

        正について           

  日程第 ９ 議案第 １０号 赤平市家庭的保 

        育事業等の設備及び運営に関する 

        基準を定める条例の一部改正につ 

        いて              

  日程第１０ 議案第 １１号 赤平市放課後児 

        童健全育成事業の設備及び運営に 

        関する基準を定める条例の一部改 

        正について           

  日程第１１ 議案第 １２号 赤平市国民健康 

        保険条例の一部改正について   

  日程第１２ 議案第 １３号 赤平市介護保険 

        条例の一部改正について     

  日程第１３ 議案第 １４号 消費税率及び地 

        方消費税率の引上げに伴う関係条 

        例の整備に関する条例の制定につ 

        いて              

  日程第１４ 議案第 １５号 北海道市町村職 

        員退職手当組合規約の変更につい 

        て               

  日程第１５ 議案第 １６号 令和元年度赤平 

        市一般会計補正予算       

  日程第１６ 議案第 １７号 令和元年度赤平 

        市国民健康保険特別会計補正予算 

  日程第１７ 議案第 １８号 令和元年度赤平 

        市霊園特別会計補正予算     

  日程第１８ 議案第 １９号 令和元年度赤平 

        市介護保険特別会計補正予算   

  日程第１９ 議案第 ２０号 令和元年度赤平 

        市水道事業会計補正予算     

  日程第２０ 議案第 ２１号 令和元年度赤平 

        市病院事業会計補正予算     

  日程第２１ 報告第  １号 株式会社赤平振 

        興公社の経営状況について    

 

 〇本日の会議に付した事件 

  日程第 １ 会議録署名議員の指名      

  日程第 ２ 会期決定の件          

  日程第 ３ 諸般の報告           

  日程第 ４ 市政の報告（市長・教育長）   

  日程第 ５ 令和元年度所信表明演説（市長） 

        ・教育行政執行方針（教育長）  

  日程第 ６ 議案第  ７号 赤平市選挙公報 

        発行条例の一部改正について   

  日程第 ７ 議案第  ８号 赤平市森林環境 

        譲与税基金条例の制定について  

  日程第 ８ 議案第  ９号 赤平市災害弔慰 

        金の支給等に関する条例の一部改 

        正について           
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  日程第 ９ 議案第 １０号 赤平市家庭的保 

        育事業等の設備及び運営に関する 

        基準を定める条例の一部改正につ 

        いて              

  日程第１０ 議案第 １１号 赤平市放課後児 

        童健全育成事業の設備及び運営に 

        関する基準を定める条例の一部改 

        正について           

  日程第１１ 議案第 １２号 赤平市国民健康 

        保険条例の一部改正について   

  日程第１２ 議案第 １３号 赤平市介護保険 

        条例の一部改正について     

  日程第１３ 議案第 １４号 消費税率及び地 

        方消費税率の引上げに伴う関係条 

        例の整備に関する条例の制定につ 

        いて              

  日程第１４ 議案第 １５号 北海道市町村職 

        員退職手当組合規約の変更につい 

        て               

  日程第１５ 議案第 １６号 令和元年度赤平 

        市一般会計補正予算       

  日程第１６ 議案第 １７号 令和元年度赤平 

        市国民健康保険特別会計補正予算 

  日程第１７ 議案第 １８号 令和元年度赤平 

        市霊園特別会計補正予算     

  日程第１８ 議案第 １９号 令和元年度赤平 

        市介護保険特別会計補正予算   

  日程第１９ 議案第 ２０号 令和元年度赤平 

        市水道事業会計補正予算     

  日程第２０ 議案第 ２１号 令和元年度赤平 

        市病院事業会計補正予算     

  日程第２１ 報告第  １号 株式会社赤平振 

        興公社の経営状況について    

 

 〇出席議員 １０名 

        １番  竹 村 恵 一 君 

        ２番  安 藤   繁 君 

        ３番  木 村   恵 君 

        ４番  鈴 木 明 広 君 

        ５番  五十嵐 美 知 君 

        ６番  北 市   勲 君 

        ７番  御家瀬   遵 君 

        ８番  伊 藤 新 一 君 

        ９番  東   成 一 君 

       １０番  若 山 武 信 君 

 

 〇欠席議員  ０名 

 

 〇説 明 員 

  市      長  畠 山   渉 君 

  教育委員会教育長  多 田   豊 君 

  監 査 委 員  早 坂 忠 一 君 
 
  選挙管理委員会            
            壽 崎 光 吉 君 
  委 員 長            
 
  農業委員会会長  中 村 英 昭 君 
                       
  副 市 長  伊 藤 嘉 悦 君 

  総 務 課 長  熊 谷   敦 君 

  企 画 課 長  林   伸 樹 君 

  財 政 課 長  尾 堂 裕 之 君 

  税 務 課 長  田 村 裕 明 君 

  市 民 生 活 課 長  町 田 秀 一 君 

  社 会 福 祉 課 長  野 呂 道 洋 君 

  介護健康推進課長  千 葉   睦 君 

  商工労政観光課長  磯 貝 直 輝 君 

  農 政 課 長  若 狹   正 君 

  建 設 課 長  高 橋 雅 明 君 

  上 下 水 道 課 長  亀 谷 貞 行 君 

  会 計 管 理 者  蒲 原 英 二 君 
 
  あかびら市立病院            
            永 川 郁 郎 君 
  事 務 長            
                       
  教 育 学校教育            
            大 橋   一 君 
  委員会 課  長            
 
      社会教育            
   〃        伊 藤 寿 雄 君 
      課  長            
                       
  監 査 事 務 局 長  中 西 智 彦 君 
                       
  選挙管理委員会            
            梶   哲 也 君 
  事 務 局 長            
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  農 業 委 員 会            
            若 狹   正 君 
  事 務 局 長            

 

 〇本会議事務従事者 

  議 会 事務局長  井 波 雅 彦 君 
 
      総務議事            
   〃        安 原 敬 二 君 
      係  長            
 
      総務議事            
   〃        笹 木 芳 恵 君 
      担当主査            
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（午前１０時００分 開 会） 

〇議長（若山武信君） これより、令和元年赤平市

議会第２回定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

                       

〇議長（若山武信君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第85条の規定により、

議長において、３番木村議員、８番伊藤議員を指名

いたします。 

                       

〇議長（若山武信君） 日程第２ 会期決定の件を

議題といたします。 

 今期定例会の会期は、本日から26日までの10日間

といたしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

（「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（若山武信君） ご異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日から26日までの10日間と決定

いたしました。 

                       

〇議長（若山武信君） 日程第３ 諸般の報告であ

ります。 

 事務局長に報告させます。 

〇議会事務局長（井波雅彦君） 報告いたします。 

 諸般報告第１号ですが、市長から送付を受けた事

件は16件であります。 

 本会議に説明のため出席を求めた者につきまして

は、記載のとおりであります。 

 次に、議長報告でありますが、平成31年第１回定

例会以降令和元年６月16日までの動静につきまして

は、記載のとおりであります。 

 次に、例月現金出納検査の結果でありますが、監

査委員報告書の概要を記載しております。 

 次に、本日の議事日程につきましては、第１号の

とおりであります。 

 次に、議員の出欠席の状況ですが、本日は全員出

席であります。 

 以上で報告を終わります。 

                       

〇議長（若山武信君） 日程第４ 市政の報告であ

ります。 

 一般行政について報告を求めます。市長。 

〇市長（畠山渉君） 〔登壇〕 前定例会以降の市

政の概要につきましてご報告申し上げます。 

 初めに、炭鉄港日本遺産の認定について申し上げ

ます。本年１月に日本遺産の認定申請をしておりま

した「本邦国策を北海道に観よ！～北の産業革命「炭

鉄港」～」について５月20日、日本遺産に認定され、

認定証の交付を受けたところでございます。また、

５月28日には鈴木直道北海道知事に炭鉄港が日本遺

産に認定されたことを報告し、あわせて道としてよ

り一層の協力をお願いしたところでございます。今

後におきましては、各管内の振興局と13市、町、関

係団体で構成する炭鉄港推進協議会において連携

し、取り組んでまいります。 

 次に、全国及び北海道市長会の動向につきまして

申し上げます。５月15日に令和元年春季北海道市長

会定期総会が釧路市で開催され、急速に進む人口減

少と超高齢化の進行に的確に対応していくため、昨

年６月閣議決定されたまち・ひと・しごと創生基本

方針2018において令和２年以降の次期総合戦略の策

定に取り組むとされたところであり、より一層の成

果を上げられるよう地方創生に関する決議を採択し

たところでございます。また、良質な農畜産物を安

定的に生産、供給し、農林水産業が地域の基幹産業

を担っている本道にとって生産者や関係者が安心し

て経営に取り組むことができる支援策を講ずるた

め、本道の農林水産業の振興、体質強化に万全を期

すよう強く要請する自由貿易協定等に関する決議を

採択したところでございます。また、鉄道は通院や

通学等の移動手段として地域住民の生活を支えると

ともに、地域間の人の交流や物流輸送の根幹をなし、

北海道の将来にかかわる極めて重要な社会資本であ

りますことから、拙速な路線の見直しは本道に甚大

な影響を及ぼすものと危惧されております。ＪＲ北
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海道への国の支援に関する内容については、経営再

建に向けた抜本的な見直しについて、増収策への支

援などを求めるＪＲ北海道の安定的な経営に向けた

支援に関する決議を採択したところでございます。

また、急速に進む少子高齢化社会に対応した福祉、

医療サービスの充実や地域経済の振興など地域住民

の安全と安心を確保するため、地方行財政、社会保

障制度改革、エネルギー政策と原子力発電所に関す

る決議が採択されたところでございます。また、６

月12日に第89回全国市長会議が東京都で行われ、国

が進める地方分権について、国と地方の役割の明確

化やまち・ひと・しごと創生総合戦略など基本理念

に基づいた真の地方分権改革が実現するよう採択さ

れたところであります。 

 次に、ＪＲ根室本線対策協議会について申し上げ

ます。６月４日、富良野市において令和元年度根室

本線対策協議会総会が開催され、２件の報告案件、

３件の協議案件を承認したところであります。なお、

北海道知事より本協議会に提案がございましたＪＲ

北海道が言う単独では維持することが困難な線区、

いわゆる黄色線区でありますが、ＪＲ北海道が根室

線を含む全８線区において実施する定時性や利便

性、快適性の向上などの利用促進に資する投資的経

費を支援対象としたＪＲ北海道に対する緊急的かつ

臨時的な支援について協議をいたしました。負担額

につきましては、北海道が１億4,000万円、黄色線区

８線区沿線自治体で6,000万円、そのうち根室線滝川

富良野間につきましては475万円を２カ年負担する

ことで根室本線対策協議会としても同意したところ

であります。また、根室線を維持、活性化するため

に策定された根室線事業計画、いわゆるアクション

プランでありますが、利用促進や経費節減などＪＲ

北海道と沿線自治体が一体となって取り組み、機運

の醸成を図ることを目的とした根室線アクションプ

ラン実行委員会が設立され、総会に先立って第１回

実行委員会が開催されました。アクションプランに

つきましては、先ほど申し上げました黄色線区８線

区全てが線区ごとに本年４月に策定し、根室線の維

持存続に向けＪＲ北海道と地域が一体となって推進

するものとなっております。今後におきましても根

室本線対策協議会において沿線自治体等と連携を深

め、地域公共交通の根幹をなすＪＲ根室線の維持存

続に向け取り組んでまいります。 

 次に、第２次赤平市健康増進計画について申し上

げます。市民の健康寿命の延伸を目指し、今年度か

ら10カ年を計画期間とする第２次赤平市健康増進計

画を本年３月に策定いたしました。本計画は、現状

把握のために実施した市民アンケート結果等をもと

に生活習慣病予防、こころの健康、栄養・食生活、

身体活動・運動、喫煙と飲酒、歯・口腔の６つの分

野で検討し、健康づくりの具体的な取り組みを示し

ております。今後におきましても本計画に基づき市

民の健康寿命の延伸を目指すとともに、個人や家庭、

地域、行政が一体となって健康づくりの推進に努め

てまいります。 

 次に、赤平市ふるさとガンバレ応援寄附金、ふる

さと納税について申し上げます。本市におきまして

は、寄附者に対しお礼の品をお送りするふるさと納

税について平成27年度より本格的にスタートしてお

りますが、これまで赤平市に縁のある方を初めとす

る全国各地の皆様から多くのご支援を賜り、平成30

年度につきましては約１万7,400件、３億4,000万円

ものご寄附をいただき、改めてお礼申し上げる次第

でございます。全国の皆様からいただいた心温まる

ご寄附については、本市のまちづくりのために大切

に使わせていただくとともに、返礼品となる特産品

等のＰＲを積極的に行い、今年度もご支援いただけ

るよう努めてまいります。なお、報道等でご承知か

と存じますが、ふるさと納税制度については一部の

自治体がルールを守らないなどを発端に制度が厳格

化され、指定制度に移行されました。本市におきま

してもこの指定を受けるべく本年４月にふるさと納

税の対象となる地方団体の指定に関する申出書を総

務大臣宛てに提出し、５月14日、通常の指定期間と

なる本年６月１日から来年９月30日までの１年４カ

月間の指定通知を受けたことをあわせてご報告申し
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上げます。 

 次に、らんフェスタ赤平2019について申し上げま

す。第19回目となりましたらんフェスタ赤平2019は、

４月12日から14日までの３日間にわたり総合体育館

を会場として開催されました。全道の蘭愛好家の皆

さんが丹精込めて育てられた多種多様な蘭、389鉢が

会場を埋め尽くし、ことしの特別展示は特殊な技術

で青色に染めたコチョウラン、ブルーエレガンスを

展示し、神秘的な雰囲気と圧倒的な存在感で来場者

の目と心を魅了いたしました。お花の展示のほか、

ウエルカムミュージックといたしましてピアノの生

演奏、ジャズやポップスのミニコンサートも会場を

盛り上げ、筆ペンを使った似顔絵パフォーマンスは

毎日定員を超える集客がありました。また、ロビー

でのトルコアイス実演販売、喫茶コーナー、赤平の

特産品等をお得に販売するらんらんタイムセールの

開催、毎年好評いただいております江尻光二氏によ

る講演会、中空知の市、町の協力のもと、中空知の

食と観光物産フェアを特設会場にて同時開催し、大

いににぎわいを見せたところでございます。３日間

で昨年より131人多い7,377人の方が観覧され、蘭の

観賞やイベント、食を楽しみ、赤平を満喫していた

だいたと感じております。この間、会場の設営から

撤収まで当日のお客様への対応など実行委員会を初

め、多くの企業、団体、関係機関、そして市民皆様

のご協力によりまして盛大に終了することができま

したことに心から感謝を申し上げる次第でございま

す。今後も市民に親しまれ、楽しんで参加していた

だけるイベントづくりに努めてまいります。 

 次に、交通安全について申し上げます。春の全国

交通安全運動は、５月11日から20日までの10日間、

延べ1,308名の市民の皆様のご協力のもとに展開し

たところであります。運動期間中は、早朝交通安全

街頭啓発を初め、交通事故死ゼロを目指しての交通

安全祈願祭や旗の波作戦等、効果的な運動を実施い

たしました。本年に入り、全国、全道での交通事故

死亡者数は５月末日現在、前年同月比で昨年より若

干減少傾向ではございますが、報道等では高齢者ド

ライバーの事故、小さなお子様が犠牲になる事故な

ど痛ましい交通死亡事故が相次いでおります。本市

におきましては、交通事故件数が２件、負傷者も２

人と昨年に比べ減少となっており、本年５月26日に

平成25年12月３日から目標としておりました交通事

故死ゼロ2,000日を達成したところであります。今後

も交通安全意識を高め、交通事故防止の徹底、安心、

安全な地域づくりを交通安全団体並びに町内会や市

民の皆様とともに形成していき、交通事故防止に努

めてまいります。 

 最後に、工事の進捗状況につきましては別紙のと

おりでございます。 

 以上、市政の概要についてご報告申し上げました

が、ご了承のほどよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（若山武信君） 次に、教育行政について報

告を求めます。教育長。 

〇教育長（多田豊君） 〔登壇〕 それでは、前定

例会以降の教育行政の概要についてご報告いたしま

す。 

 初めに、学校教育関係について申し上げます。最

初に、小学校統合についてであります。新校舎の間

取りなどを検討した結果の統合小学校基本構想、基

本設計が２月末に終了したところです。基本設計の

概要につきましては、３月13日開催の統合準備委員

会において報告、確認を行うとともに、統合準備委

員会だよりとして町内会回覧や市ホームページへの

掲載により周知を図ったところです。本年度は、基

本設計に基づきさらに詳細を協議する実施設計を発

注し、各関係者と協議を重ねているところでありま

す。また、新年度からの実施を予定しております新

築工事にかかわります旧赤平中学校の解体工事につ

きましては、昨年度実施設計を終え、工事に着手し

ております。 

 次に、市内小中学校の卒業式及び入学式について

であります。卒業式は小学校が３月20日、中学校が

３月12日に行われ、小学校３校では60名の児童、中

学校では64名の生徒が思い出を胸に学び舎を後にい

たしました。また、入学式は４月５日に行われ、新
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入学児童が37名、中学校進級者が60名となっており

ます。なお、赤平幼稚園においては卒園式が３月15

日に行われ、12名が卒園し、入園式が４月８日に行

われ、16名が入園したところです。 

 次に、平成31年４月１日付教職員の人事異動につ

いてでありますが、本年度は退職者１名を含む転出

教職員13名に対して、転入教職員17名を受け入れた

ところです。 

 次に、学級編制の状況についてであります。３月

定例会におきまして、平成31年度の児童生徒数及び

学級編制の見込みについて申し上げましたが、５月

１日現在、小学校においては児童数が307名で普通学

級18学級、特別支援学級６学級の合計24学級となり、

中学校においては生徒数が159名で普通学級６学級、

特別支援学級３学級の合計９学級として認可を受け

たところです。また、赤平幼稚園の編成状況につき

ましては、３歳児12名、４歳児20名、５歳児19名の

合計51名で３学級となったところです。 

 次に、赤平市しごと・ひと・まち創生総合戦略の

施策として平成28年度より制度を開始しました人材

育成・定住促進奨学金についてであります。本年度

の申請者11名につきましては、４月26日開催の第５

回教育委員会及び５月31日開催の第６回教育委員会

において審議し、申請者11名全員の決定を行ったと

ころです。決定者の内訳は、高校生１名、専門学校

生６名、短期大学生２名、私立大学生２名となって

おり、継続者と合わせると奨学生は35名となったと

ころです。なお、当面継続予定の現行制度、赤平市

奨学資金につきましては、本年度の申請者はおりま

せんでした。また、高等学校等通学費等支援事業に

つきましては、５月中旬に対象者と思われる保護者

宛てに申請の勧奨通知を行い、申請の受け付けを行

っているところです。 

 次に、赤平市しごと・ひと・まち創生総合戦略の

施策として昨年度より実施しております公設塾の開

設についてであります。小学生を対象とした子ども

塾、中学生を対象とした公設学習塾ともに昨年度の

開設期間は９月から２月までの６カ月間でありまし

たが、本年度は開設期間を５月中旬から２月末まで

と拡充し、既にスタートしております。昨年度の登

録児童生徒数と比較しますと、ともに若干下回って

いる状況ではありますが、学力の向上並びに学校以

外での学習習慣の定着化につながるものと期待して

いるところであります。 

 次に、文部科学省の全国学力・学習状況調査につ

いてでありますが、４月18日、本市でも全国一斉に

合わせ実施いたしました。ことしで13回目となりま

すこの調査は、市内全小中学校の該当学年である小

学校６年生と中学校３年生を対象とした悉皆調査で

あり、予定どおりに実施したところです。集計する

文部科学省による調査結果の発表の前に、市教委で

は学力向上対策には迅速な対応が必要との判断か

ら、全小中学校に対し正式な調査結果を待たずに各

学校において独自に採点することにより、その傾向

を速やかに把握するよう指示したところです。また、

ことしも赤平市学力向上委員会を中心に状況の把握

と赤平市学力向上プランによる学力向上策を講じて

まいります。あわせて道教委の事業でありますほっ

かいどう学力向上推進事業の授業改善等支援事業に

おいて、今年度は赤平中学校を拠点校として道教委

の指定を受け、同時にその他の学校を協力校として

同様の取り組みを進めることにより全児童生徒の学

力の底上げを図ってまいります。 

 次に、コミュニティ・スクールについてですが、

導入要件であります学校運営協議会の設置が努力義

務化されたことに伴い、本市としては昨年度まで２

年間実施してまいりました学校関係者評価委員会を

本年度から学校運営協議会に発展させることを目指

してきたところであります。６月10日に地域住民、

保護者、学校運営に資する活動を行う者、学校の校

長及び教職員など16名の委員により構成された赤平

市学校運営協議会を発足し、第１回目の会議を開催

いたしました。会議では、学校運営協議会運営要領

の確認、各学校長による学校運営の基本方針の承認、

今後の推進日程等についての協議をしていただきま

した。今後におきましても地域総がかりで子供たち
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を育む仕組みを整えてまいります。 

 次に、幼稚園、各小学校の運動会及び中学校の体

育大会についてでありますが、赤平中学校の体育大

会が５月25日に、豊里小学校、赤間小学校、両校の

運動会が６月１日に、茂尻小学校の運動会が６月２

日に、赤平幼稚園の運動会が６月16日に開催されま

した。幼稚園の運動会においてはあいにくの雨模様

のため体育館での開催となりましたが、小学校及び

中学校においては風薫る爽やかな季節の中、子供た

ちは仲間とともに協力し合い、元気いっぱい全力で

取り組んでおりました。 

 続きまして、社会教育関係について申し上げます。

初めに、文化財関係についてですが、５月20日、文

化庁の日本遺産に炭鉄港が認定されましたが、赤平

市関係の構成文化財として立坑やぐらと周辺施設な

ど３カ所が含まれました。認定されたことの効果と

して、炭鉱遺産ガイダンス施設への入館者の増加や

炭鉱遺産など本市の文化財保護への理解拡大が期待

されています。また、５月15日、赤平市炭鉱遺産ガ

イダンス施設が一般社団法人照明学会北海道支部か

らその年に道内において竣工した優秀な照明施設の

審査により2018年北海道優秀照明施設賞を受賞しま

した。さらに、５月26日、ズリ山展望広場植樹会が

開催されました。平成29年度より毎年地元企業の有

限会社三樹工業様からソメイヨシノの苗木100本を

寄贈していただいておりますが、ことしも市内の子

供たちを含む市民並びに市に縁のある方々によりご

参加をいただきました。 

 次に、ふるさと少年教室について申し上げます。

ことしも全５回の研修を実施してまいりますが、今

回初めて小学生時代にふるさと少年教室に３回、３

年間参加した経験のある中学生がリーダーとして小

学生に対する指導を行う予定です。さらに、本年度

は保護者の参加も可能な特別編の行事も予定してお

ります。 

 次に、社会体育関係でありますが、虹ケ丘球場、

市営テニスコート、赤平パークゴルフ場、住友河畔

パークゴルフ場、翠光苑パークゴルフ場の屋外体育

施設につきましては５月１日、市民プールにつきま

しては６月１日にオープンいたしました。また、本

年度も北翔大学との包括連携協定事業として５月19

日に市内の小学生を対象とした子供体力測定会、走

り方教室を開催いたしました。当日は天候に恵まれ、

小学生37名の参加となりました。旧中央中学校グラ

ウンドでの50メートル走と総合体育館での体力測定

会を行い、子供たちの体力向上に寄与する行事とな

りました。 

 次に、図書館関係について申し上げます。移動図

書館についてですが、前年度東公民館での貸し出し

実績がわずかだったため、本年度から市内の東地区

として平岸コミュニティセンター、西地区として文

京生活館に変更しているほか、豊里、赤間、茂尻の

市内３小学校で実施しており、図書に関する関心を

高めてもらうことを目的に会場数を増加しておりま

す。 

 以上、教育行政の概要についてご報告をさせてい

ただきましたが、ご了承のほどよろしくお願い申し

上げます。 

                       

〇議長（若山武信君） 日程第５ 令和元年度所信

表明演説を行います。市長。 

〇市長（畠山渉君） 〔登壇〕 Ⅰ はじめに 

 令和元年赤平市議会第２回定例会の開会にあた

り、市政運営に関する所信を述べさせていただきま

す。 

 このたびの市長選挙におきまして、市民の皆様か

らご支援をいただき、市政の先頭に立たせていただ

くこととなりました。 

 わたくしにとって、市政運営は初めてでございま

すが、赤平市職員として33年間勤め、さまざまな分

野を担当してきた行政経験を基に、これからの４年

間、大任を与えて下さった赤平市民のご期待に応え

るべく、市政の遂行に全力で取り組んでまいる所存

であります。 

 「任重くして道遠し」昔からあまりにも言い古さ

れた言葉ですが、今、わたくしは、この言葉を痛い
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ほど身にしみて感じております。 

 市民皆様のご期待に応え、この言葉を戒めとして、

ただいまの気持ちを忘れることなく、努力してまい

りたいと思いますので、議員各位をはじめ、市民皆

様の格段のご支援とご協力を、お願い申し上げる次

第であります。 

 わたくしは、今後４年間の市政運営として、「市

民との対話を交えた政策決定プロセスの確立」につ

いて、大きく２点を訴えてまいりました。 

 第一点目は、赤平版世論調査となる「市民アンケ

ートの実施」であります。いかなる政策であっても、

その立案作業の出発点は、現況の調査であります。 

 その社会において営まれている住民の生活実態を

把握することなくして、役に立つ政策は生まれてこ

ないのみならず、かえって住民をミスリードするよ

うな政策を生むことにもなりかねないのです。 

 政策とは、空想や理念によって生まれるものでは

なく、社会の実態を把握し、これを正しく認識して

こそ、地に足のついた政策が生まれると考えており

ます。 

 行政活動の目標は、「住民福祉の向上」に置かれ

ていることは、言うまでもありませんが、現状の改

善を意図するという方針である以上、現状を踏まえ、

どのような手段・方法でその目標を達成しようとす

るのかを考えるためには、まず第一に、現状がどの

ようになっているのかを知ることが必要であるから

なのであります。 

 「市民アンケートの実施」につきましては、まず

は、「市に力を入れてほしいことは何か？また、よ

くやっていると思うことは何か？」など、市全般に

わたる住民の意向を把握し、検証をした上で、各施

策に結び付けてまいりたいと考えており、このアン

ケートにつきましては、一度ではなく、テーマを絞

ったアンケートも随時おこない、次年度以降につき

ましても１年間の振返りも含めたアンケートの実施

を継続してまいります。 

 次に第二点目は「事業の決定過程の透明化」であ

ります。 

 事業が正式決定されるまでの過程で、事業の具体

的な内容や見積りなどの行政情報が市民に提供され

ることは、これまでほとんどなかったと思います。 

 確かに、行政部内において、事前に専門的見地か

ら検討をおこなうことは、事業執行の合理性や効率

化を高める上で必要なプロセスであります。 

 しかし、その事業が本当に地域にとって必要なの

か、その事業規模が人口規模や住民負担に照らして

適正なのか、長期的に高い利用度が見込まれるか、

他に代替案はあるのかといった情報は、むしろ事前

に積極的に市民へ提供し、市民の視点で吟味した方

が望ましいと考えております。 

 変に隠すと、かえって市民と行政との信頼関係を

損なうことになるからであります。市民が情報公開

制度を利用して行政に情報の公開を求めていくとい

うことも重要でありますが、むしろ行政の側から積

極的に市民に情報を提供し、市民とともに公共事業

の進め方を考えていくというのが、本来のあるべき

姿であると考えております。 

 令和元年度につきましては、令和２年度から10年

間の市の最上位計画となる、「第６次赤平市総合計

画」の策定年となります。 

 まずは市民アンケートを実施し、現況を把握した

上で、計画に反映させ、また、アンケートの実施結

果や策定の過程につきましても、市民の皆様にお伝

えすると共に住民懇談会や各団体との懇談などによ

り、広く意見を聴いてまいります。 

 その上で、政策的な事業が必要な場合につきまし

ては、事業の決定過程の透明化を図るべく、積極的

に市民に情報提供し、市民とともに事業の進め方を

考えてまいります。 

 また、「赤平市しごと・ひと・まち創生総合戦略」

につきましては、令和元年度が最終年となります。 

 国におきましては、人口急減・超高齢化という我

が国が直面する大きな課題に対し、政府一体となっ

て取り組み、各地域がそれぞれの特徴を活かした自

律的で持続的な社会を創生することを目指すため、

人口減少を克服し、将来にわたって成長力を確保し、



 －30－ 

「活力ある日本社会」を維持するため、「地方にし

ごとをつくり、安心して働けるようにする」「地方

への新しいひとの流れをつくる」「若い世代の結婚

・出産・子育ての希望をかなえる」「時代に合った

地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域

と地域を連携する」という４つの基本目標に向けた

政策を進めており、「まち・ひと・しごと創生基本

方針2019」の閣議決定をしたのち、12月には第２期

「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の閣議決定が

されるようであります。 

 国の「第２期総合戦略」を勘案し、地方公共団体

において、地方版総合戦略の策定が求められてまい

りますので、国の方針にも注視しつつ、既に最終年

である令和元年度の事業も始まっており、本議会に

おきましても政策予算の計上をしているところであ

ります。 

 先ほど申し上げましたとおり、第６次赤平市総合

計画の策定年でありますので、「赤平市しごと・ひ

と・まち創生総合戦略」の実施による、効果、課題

等も含め、検証した上で、第２期の「赤平市しごと

・ひと・まち創生総合戦略」を策定してまいります

が、「第６次赤平市総合計画」と同時進行となるた

め、10年にわたる赤平市の全体像を示すものについ

ては、総合計画に盛り込み、人口減少対策に特化し、

ポイントを絞った上で、具体的な事業の実施を盛り

込んだ、総合戦略を策定してまいります。 

 わたくしの公約は「市民との対話を交えた政策決

定プロセスの確立」において、赤平版世論調査とな

る「市民アンケートの実施」、「事業の決定過程の

透明化」の２点であります。 

 市の広報、広く知らせること、広聴、広く聴くこ

と、この機能の強化を図り、住民生活の実態や市民

の声をしっかりと把握し、その上で、市の現状・や

っていること・やろうとしていることを丁寧に伝え

ます。 

 多くの市民が納得できる政策決定のプロセスを大

事にし、丁寧に繰り返すことで、市民一人ひとりが

まちづくりの主人公であるとの機運を盛り上げ、市

民とともに未来につながる安心・安全、そして、住

んでいてよかったと思えるまちづくりを進めてまい

ります。 

 それでは、令和元年度における主な施策につきま

して述べさせていただきます。 

Ⅱ 主な施策 

１ 赤平市しごと・ひと・まち創生総合戦略 

 令和元年度は計画期間最終年であることから、基

本的には継続実施してまいりますが、その実施内容

が平成30年度と異なるものにつきまして触れさせて

いただきます。 

（１）地元産業の強みを活かした雇用確保と地域産

業の振興 

 本市の製造業は、ものづくりのまちとして、平成

29年工業統計においても、製造品出荷額が約227億円

で空知管内第４位、従業者数も1,133人で管内第３位

と、まちの経済と雇用に大きく貢献されております。 

 しかしながら、日本全体における生産年齢人口の

減少や中空知における有効求人倍率が1.31倍と売り

手市場になっており、人材不足が深刻な状況となっ

ております。 

 優良企業ＰＲにつきましては、平成31年２月20日

に企業情報ＷＥＢ版「ジョブリポ！赤平のシゴト」

サイトを開設。企業による雇用情報などの直接入力

に対応し、企業の雇用確保を促進します。 

 また、スマートフォンでも閲覧することができ、

新着情報をいち早く見られるなど学生にも使い勝手

のよい環境を整備しており、サイトの活用を促し優

良企業や雇用情報を発信してまいります。 

 求人、求職の市町連携ＰＲにつきましては、令和

元年度も、中空知定住自立圏構想に基づく、「なか

そらち会議」における圏域の企業紹介を進め、合同

企業説明会を実施し、空知総合振興局による地元就

職応援フェアにも積極的に参加してまいります。 

 新たな事業として、滝川市、芦別市、上砂川町と

「ＮＡＫＡＳＯＲＡにこよう推進協議会」を立ち上

げ、企業見学バスツアーや就職支援セミナーなどの

実施、「地元企業の人手不足解消」と「若年層の地
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元就職推進」を目指し、労働力の流出を防ぎ、確保

に向けた広域連携に取り組んでまいります。 

 求人・求職窓口の設置につきましては、平成30年

度に労働局に特定地方公共団体として無料職業紹介

事業の届出をおこないました。 

 これにより、求人・求職の窓口として直接職業紹

介ができることとなり、移住のきっかけや雇用の確

保に努めてまいります。 

 ６次産業化事業につきましては、これまでの農産

物の生産から加工・流通・販売を進めるべく、たき

かわ農業協同組合女性部赤平支部が、長年、自ら生

産したトマトや大豆を原料とし、トマトジュースや

味噌などに加工し、販売委託をおこないながら、自

らも販売をしており、更には、新たな加工品の試作

をおこない、商品化することもおこなっております。 

 また、外部の目線で新たな地元農産物の加工品を、

地域特産品のブランド化を図るため、「農産物を活

用した特産品業務」として若手農業者や地域おこし

協力隊も参画し、２品の加工品ができたことから、

令和元年度は、特産品としてＰＲ活動をおこないな

がら、販売の体制整備を確立するため、特産品ブラ

ンド化推進業務を進めてまいります。 

（２）若者が安心して子どもを生み育てられる地域

づくり 

 本市を持続可能な地域社会とするためには、未来

を担う子どもたちを生み育てやすい環境づくりを進

め、子育て世代や若者に住み続けていただく、ある

いは移り住んでいただき、将来のまちを築き上げて

いくことが重要です。 

 子育て世帯向け住宅の建設につきましては、学校

区を中心とした地域で、安心して子どもを生み育て

られる住宅整備を目指し、令和２年度の完成に向け、

吉野第一団地１号棟の建設をおこなってまいりま

す。 

 児童福祉施設の充実につきましては、平成30年度

実施のアンケート調査の結果や施設の必要性につい

ても分析をおこなった上で、子ども・子育て会議な

どで協議し、令和２年度が始期となります、第２期

子ども・子育て支援計画や平成30年12月に策定しま

した児童福祉施設整備計画にも反映させてまいりま

す。 

（３）高齢者が生きがいを持って安心して生活でき

るプラチナ社会の形成 

 地域医療の確保につきましては、高齢者が可能な

限り地元で診察・診療等ができるよう、医師・看護

師・医療技術者等の必要な人材の確保を図りながら

医療提供体制の維持に努めてまいります。 

 また、平成30年度から一般病床の一部を地域包括

ケア病床に転換するとともに、令和元年度からは地

域医療連携室を創設するなど、地域の医療・介護の

関係機関との連携を促進しながら、高齢者等の在宅

復帰・療養支援の充実に努めてまいります。 

（４）恵まれた自然環境と地域資源を活かした個性

と魅力あるまちづくり 

 「本邦国策を北海道に観よ！～北の産業革命「炭

鉄港」～」が、このたび新たに日本遺産に認定され

ました。 

 近代北海道を築く基となった、石炭の空知、鉄鋼

の室蘭、港湾の小樽の３地域とそれらをつなぐ鉄道

を舞台に繰り広げられたストーリーであります。 

 今後につきましては、各管内の振興局と13市町、

関係団体で構成する、「炭鉄港推進協議会」におい

て、連携し取り組んでまいります。 

 ＡＫＡＢＩＲＡベースによる地元ＰＲにつきまし

ては、特産品推進協議会が主体となり、赤平市の観

光情報発信基地としてのＰＲの充実、農作物販売の

充実を図るほか、商品ＰＲの工夫について勉強し、

まちなかの商店街への流入人口の増大につなげるよ

う、令和元年度におきましても、さらなる農作物の

充実や、情報発信コーナーの強化をおこなってまい

ります。 

２ 第５次赤平市総合計画 

 既に計画の期間を過ぎていることから、重点施策

のみを述べさせていただきます。 

（１）すこやかで安心して暮らせる社会をつくりま

しょう 
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 平成31年３月に作成しました「第２次赤平市健康

増進計画」に基づき、健康づくりを進めてまいりま

す。 

 令和元年度は計画の内容を市民の方に理解してい

ただくために、ダイジェスト版の全戸配布、健康教

育等を通じ周知を図ってまいります。 

 特に、赤平市民の健康課題である「高血圧」と「喫

煙」に対して、健康相談、健康教育、講演会、イベ

ント等を通じ、生活習慣の改善、重症化予防、受動

喫煙対策に取り組んでまいります。 

 また、引き続き保健師の地区担当制を推進し、地

域の健康に責任をもち、地域住民と共に健康づくり

を進め、乳幼児から高齢者まで幅広く地域住民の健

康度の向上に努めてまいります。 

 平成27年度に策定されました「子ども・子育て支

援計画」が、令和元年度末で計画の終期を迎えるた

め、令和２年度から６年度までの第２期計画を、子

ども・子育て会議で、ご審議をいただきながら、策

定してまいります。 

 保育所につきましては、令和元年10月より実施予

定の幼児教育の無償化による影響に対処するため、

保育需要を注視しながら、保育所に待機児童が生じ

ることのないよう、引き続き、保育士の確保に努め

てまいります。 

 地域防災につきましては、近年、全国各地で地震

や異常気象等がもたらす被害が発生しており、平成

28年度には、本市においても台風による被害が発生

いたしました。 

 また、昨年は北海道胆振東部地震による道内全域

停電などもありましたが、これらの災害を教訓とし

て、自助、共助、公助が一体となり対応ができるよ

う地域間、地域と行政間の連携強化等を含めた防災

体制づくりが重要となっております。 

 これまで同様、防災備蓄品等を計画的に整備し、

令和元年度は茂尻地区を対象として防災訓練を実施

するほか、ボンベタイプ発電機等の購入、また、防

災行政無線の整備に向けて実施設計をおこなうな

ど、安心・安全な社会づくりを推進してまいります。 

（２）大地に根ざしたたくましい産業をつくりまし

ょう 

 農業につきましては、重点施策である「売れる米

づくり」ですが、平成30年産より、国主導でおこな

ってきた生産調整、いわゆる減反がおこなわれなく

なりました。 

 これにより、生産過剰による値崩れの懸念がある

中、北海道では、「生産の目安」を設けて、生産調

整の代替措置として運用をすることになりました。 

 本市としてはＪＡをはじめ関係機関で組織する赤

平市農業再生協議会で協議しながら、安全・安心な

高品質米を生産し、販売につなげるため、「普及宣

伝支援事業」などを通じ、「売れる米づくり」に対

し、支援してまいります。 

 林業につきましては、令和元年度より森林経営管

理法が制定されたことと、森林環境譲与税の導入な

どにより、森林管理のおこなわれていない森林を適

正に管理することへの指導が求められることとなり

ました。 

 それらを勘案し、１つ目として、「赤平市有林整

備の推進」は、国土の保全、水源の涵養、木材の供

給など、森林の持つ多面的機能の役割を発揮するた

め、「森林環境保全整備事業」として植林及び間伐

などの「赤平市有林整備の推進」を実施いたします。 

 ２つ目として、「民有林整備の推進」は、公益的

機能の発揮に配慮して、森林所有者に伐採を促すと

ともに、森林所有者の負担軽減を図り、伐採後の確

実な植林などを支援するため、「未来につなぐ森づ

くり推進事業」を実施してまいります。 

 観光につきましては、エルム高原施設の緑豊かな

自然環境と温泉やキャンプ場、コテージ等の魅力的

な各施設のＰＲと効果的なソフト事業を実施し集客

に努めてまいります。 

（３）生きる力を育む生涯学習社会をつくりましょ

う 

 子どもの未来を拓き、地域に根ざした信頼される

教育を進めるため、総合教育会議を通じて市長と教

育委員会とのさらなる連携を深め、学校教育及び社
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会教育の充実を目指しながら、教育環境の整備に努

めてまいります。 

（４）ゆとりと潤いのある快適な生活を支えましょ

う 

 福栄地区の改良住宅建替事業につきましては、住

吉団地６棟28戸の除却をおこなってまいります。 

 また、計画的な改修により住環境の改善や建物の

延命化が図られる長寿命化型改善事業として、青葉

団地Ｄ棟の改修をおこなってまいります。 

 都市計画マスタープランの見直しにつきまして

は、少子高齢及び人口の減少問題を踏まえ、また、

令和元年度策定致します上位計画である「第６次赤

平市総合計画」、北海道の都市計画区域マスタープ

ランであります「整備・開発及び保全の方針」と「ま

ちづくりの方向」、「まちの将来像」、「まちづく

りの目標」など、整合が図られるよう見直しをおこ

なってまいります。 

 市道につきましては、安全な通行確保や住環境整

備に向け事業を進めておりますが、令和元年度は、

西文１条通など、７路線の改良舗装工事や排水整備

等をおこなってまいります。 

 橋梁につきましては、「橋梁長寿命化計画」に基

づき、維持管理や更新を計画的、効率的に推進する

ため、令和元年度は大谷沢２号橋ほか１橋の改修工

事を実施してまいります。 

 地域公共交通につきましては、市民の日常生活を

支え生活圏拡大を図る重要な役割を果たしておりま

す。 

 鉄道やバスなど民間事業者による公共交通の維持

に努めるとともに、高齢者社会に対応した地域公共

交通のあり方にについて、現状を把握した上で対策

を検討してまいります。 

 上水道につきましては、人口減少等による水需要

の低下、また浄水場や管路など施設の老朽化対策及

び近年多発している自然災害の対応など水道事業経

営について、中長期的視点に立った水道事業を検証

し、事業規模の見直し、広域連携及び官民連携等抜

本的な経営効率化に必要な検討を推進していきま

す。 

 下水道事業につきましては、計画的な経営基盤の

強化と財政マネジメントの向上に適確に取り組むた

め公営企業会計適用を目指し、自らの経営・資産等

を正確に把握し、将来にわたり持続可能な事業運営

に努めてまいります。 

（５）人と人とが語り合い行動できる地域づくりを

進めましょう 

 情報共有につきましては、まちづくりの基本であ

り、わたくしの掲げる「市民との対話を交えた政策

決定プロセスの確立」の根幹でもあります。 

 令和元年度も引き続き「住民懇談会」「こんばん

は市長室」「市長への手紙」を継続し、わたくし自

らも各町内会連合会ブロック会議や各団体にも直接

出向き意見交換をおこない、幅広い市民の声をまち

づくりに反映いたします。 

 また、平成28年度に施行されました「障害者差別

解消法」により、全ての人が情報を得られる環境、

いわゆるＷＥＢアクセシビリティによるバリアフリ

ー化が求められております。 

 赤平市公式ホームページにつきましては、その対

応が不十分であるため、システムの更新をおこなう

とともに、災害時の情報が行き届くようスマートフ

ォン対応や、リスク分散のための外部サーバーも整

備してまいります。 

 赤平市ふるさとガンバレ応援寄附金につきまして

は、市内関係事業者のご協力によって、寄附者に対

する返礼品を開始して以降、平成30年度につきまし

ては、約１万7,400件、３億4,000万円ものご寄附を

いただいており、令和元年度におきましても、事業

者と協議をおこないながら、魅力的な返礼品の掘り

起こしや新たなポータルサイトの活用など事業の展

開をおこなってまいります。 

Ⅲ むすび 

 以上、今後４年間のわたくしの所信と令和元年度

における市政執行について申し上げましたが、地域

に暮らし活動している人びとが、私人としての営み

をこえて発生する共通の諸課題のうち、自分たちの
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負担と責任において共同処理しようとしても手に余

る規模と性質を持った問題を、自分たちが選んだ機

関に解決してもらう、その機関が「地方政府」とし

ての自治体であると考えております。 

 中央政府について「国民主権」がいわれるように、

地方政府では「住民主権」が出発点であります。 

 この「住民主権」の原則が現実に意味のある住民

の行動として具現化されるためには、政策過程にお

いて「住民参加」が保障されなければならないと考

えられます。 

 さらに、この「住民参加」の保障を要件として存

立する以上、その政策や活動は住民のため、すなわ

ち「住民福祉」の原則と呼ぶことができると思いま

す。 

 以上のような、「住民主権」「住民参加」「住民

福祉」の諸原則は、いわば三位一体となって分かち

がたく結び付いて民主的自治の原理を構成している

と考えており、その実現に向け全力で取り組んでま

いる覚悟であります。 

 市議会議員各位、並びに市民皆様の一層のご理解

とご協力をお願い申し上げ、わたくしの所信表明と

させていただきます。 

〇議長（若山武信君） 次に、教育行政執行方針に

ついて、教育長。 

〇教育長（多田豊君） 〔登壇〕 １．はじめに 

 令和元年赤平市議会第２回定例会の開会にあた

り、赤平市教育委員会の所管行政の執行に関する方

針について申し上げ、市議会並びに市民の皆さまの

ご理解とご協力を賜りたいと存じます。 

 まず、赤平市の公立小・中学校の学校教育条件整

備については、長年の課題でありました学校統合に

ついて、「赤平市立小・中学校適正配置計画」に基

づき、統廃合を重ねながら、適切な学校規模の維持

に努め、平成30年度当初の新生赤平中学校の誕生を

もって、市内の中学校は１校となりました。新校舎

も、昨年７月に完成。11月には落成式を行い、多く

の関係者にご披露できたところであります。市内の

小学校についても関係者との協議を重ね、１校体制

にすべく、令和４年度当初の統合を目指して方向付

けをしたところであります。 

 次に、平成29年３月に告示されました小・中学校

の新学習指導要領の理念でもある「生きる力～学び

の、その先へ」の実現に向けて、新しい時代にふさ

わしい学びの姿や教育環境の改善、さらに、「安心

・安全な学びを支える多様な教育支援」を目指し、

「子どもの未来を拓き、地域に根ざした信頼される

学校教育」を進めるため、各種制度を活用しながら、

全力を傾注しているところであります。 

 また、「学校における働き方改革」については、

国や道の動向を勘案しつつ、本市の「基本方針」を

持ちながら、教員の働き方改革を推進するとともに、

本年度よりコミュニティ・スクールの導入を進めて

参ります。 

 社会教育につきましては、第５次赤平市社会教育

中期計画に基づく「ゆとりある人生を求め、生涯に

わたり楽しく学び、みんなで創るわたくしたちのま

ち」の目標に沿った、令和元年度社会教育推進計画

を基本に、乳幼児、青少年、成人、高齢者の教育、

芸術・文化・文化財、スポーツの振興及び社会教育

の基盤整備の充実に努めて参ります。 

 また、第６次赤平市総合計画との整合性を図りな

がら、より一層社会教育を推進するため、令和２年

度から令和６年度の第６次社会教育中期計画を策定

いたします。 

 なお、昨年、北海道が命名され150年の節目を迎え

たことと併せて、赤平市においては炭鉱遺産ガイダ

ンス施設を７月にオープンさせましたが、昨年より

取り組んでおります各種イベントの継続や、引き続

いての利用者受入れに向けて、鋭意努力して参りま

す。 

 以下、四つの大綱に基づき教育行政を推進して参

ります。 

１．将来に生きて働く学びの充実～より確かな生き

る力の育成 

 まず、新学習指導要領についてです。 

 学習指導要領は、昭和33年に大臣告示の形で定め
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られて以来、ほぼ、10年毎に改訂が行われてきてお

りますが、平成30年度より幼稚園で、令和２年度か

ら小学校で、令和３年度からは中学校で新学習指導

要領が全面実施されます。 

 今回の改訂の背景には、人工知能の飛躍的な進化

に伴う社会構造や雇用環境の変化が、今後もますま

す進むことがあげられていますが、このような社会

を生き抜く子どもたちには、持続可能な社会の担い

手としての活躍が期待されております。 

 「よりよい学校教育がよりよい社会を創る」とい

う理念のもと、子どもたちが社会に出てからも学校

で学んだことを生かせるよう構成されています。そ

のために掲げられた柱が三つあります。一つ目は、

実際の社会や生活で生きて働く知識や技能です。二

つ目は、未知の状況にも対応できる思考力・判断力

・表現力などです。三つ目は、学んだことを人生や

社会に生かそうとする学びに向かう力・人間性など

です。学校教育では、これらの三つの力をバランス

よく育むことを目指すことになります。 

 現在、各学校では、新学習指導要領への円滑な移

行に向けて、学習内容の移行措置や「どのように学

ぶか」についての授業改善が進行中であります。ま

た、豊かな人間性を育む道徳教育においては、教科

書で学ぶ「考え、議論する」道徳科も始まっており

ます。新学習指導要領の趣旨を踏まえた教育活動を

目指し、各学校の移行が円滑に進むよう対応して参

ります。 

 次に、学力向上についてです。 

 本市の学力向上については、子どもが基礎的・基

本的な知識・技能を確実に身に付けることができる

よう、個別学習やグループ別学習、繰り返し学習、

学習内容の習熟の程度に応じた学習など、子どもの

実情に応じた指導のほか、校内研修の成果を生かし

た授業改善を柱に取り組んでおります。 

 また、学力向上のためには、望ましい生活習慣が

必要であることから、各学校における家庭学習の手

引の配布や家庭学習の習慣化、生活リズムチェック

シートの活用など、家庭における生活習慣の改善に

向けた働きかけを継続して参ります。 

 さらに、道教委による地域指定を受けた授業改善

等支援事業や退職教員等外部人材活用事業の活用の

ほか、教育現場にも広がってきました情報通信技術、

いわゆるＩＣＴの活用促進、学生ボランティア事業、

子ども塾・公設学習塾、漢字検定、英語検定に対す

る費用補助等の施策も継続して参ります。 

 なお、全国学力・学習状況調査及び標準学力検査

については、本市の児童生徒の学力や学習状況及び

生活習慣等の状況を把握し、実態に応じた指導や教

育施策に生かしております。特に、標準学力検査は、

小学校高学年で社会・理科を導入して２年目を迎え

ることから、小学校と中学校の学びの連続を意識し

た分析や結果の活用を充実させて参ります。 

 次に、特別支援教育についてです。 

 特別支援教育を効果的に推進するために、幼稚園

と小学校、小学校と中学校といった異校種間の連携

による個別の教育支援計画の推進はもとより、保護

者への育児・発達相談を担う保健分野、障がいのあ

る子どもへの療育や専門的な指導を担う福祉分野な

ど、関係機関と連携して、相互に情報交換を行いな

がら取組を進めております。 

 また、通常の学級に在籍する、ことばやコミュニ

ケーションなどに課題のある子どもに対しては、通

級指導教室での特別な指導や特別支援教育支援員に

よる授業支援を行っており、本年度も効果的な運営

の工夫に努めて参ります。 

 次に、キャリア教育についてです。 

 子どもたちが職場体験などの体験学習を通じて、

望ましい職業観等を身に付けるキャリア教育に関連

して、地元企業の施設見学が盛んに行われています。 

 特に、小学校では地元のものづくり団体の指導に

よる木や皮を使った製作実習が行われ、中学校では

職場体験が行われています。 

 今後も、地域の教育資源を生かした教育活動が推

進されるよう、学校のニーズの把握や情報提供を行

うなど、キャリア教育の充実に努めて参ります。 

 次に、道徳教育についてです。 
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 道徳教育は、自己の生き方を考え、主体的な判断

の下に行動し、自立した人間として他者と共により

よく生きるための基盤となる道徳性を養うことを目

標に行われるものです。 

 今回の学習指導要領の改訂では、「特別の教科 

道徳」が位置付けられ、その目標・内容が見直され

たところであります。小学校は昨年度から、中学校

は本年度から検定教科書を主たる教材として授業が

行われております。 

 こうした経過を踏まえ、今後とも、自立心や自律

性、生命を尊重する心や他者を思いやる心を育てる

ことに留意し、よりよく生きるための基盤を育む道

徳教育の充実に努めて参ります。 

 次に、体力向上についてです。 

 成長期にある子どもたちの体力は、生涯を通じて

生き生きとした人生を送るための基盤であり、意欲

や気力など、精神面の充実のためにも必要不可欠な

ものです。 

 現在、小学校第５学年と中学校第２学年で実施し

ている全国体力・運動能力、運動習慣等調査をはじ

め、全ての学校において新体力テストを行い、本市

の子どもたちの体力及び運動能力等の実態把握と指

導の工夫に生かしているところであります。 

 また、茂尻小学校に配置されている体育専科教員

による先進的な指導事例を他校に発信するととも

に、公開授業を通じて、市内全体の体育授業の向上

に向け、引き続き努めて参ります。 

 併せて、各学校で取り組んでいる一校一実践の成

果や課題を明らかにし、赤平市体力向上プランによ

る全市的な取組を継続して参ります。 

 なお、自ら進んで運動に親しむ子どもを育成する

ため、市内で実施される各種スポーツ教室・大会、

少年スポーツの団体活動についても奨励して参りま

す。 

 次に、学校給食についてです。 

 学校給食費の会計方式については、近年、学校現

場における業務の適正化の観点から、負担軽減と会

計処理の透明化を図るため、地方自治体が自らの業

務として行う「公会計」の方式を取り入れる自治体

が増えております。本市においても、平成29年度よ

り、公会計化に踏み切り、平成30年度には徴収・管

理体制の整備に努めて参りました。今後は、徴収業

務が軌道にのるよう、鋭意取り組んで参ります。 

 また、安心・安全な学校給食の提供につきまして

は、衛生管理の徹底や食物アレルギー対応指針に基

づく運営、調理施設のアスベスト対策などを継続し

ていくとともに、調理業務について、これまでの直

轄方式から民間委託方式を検討するなど、給食セン

ター全体の業務改善を進め、万全を期して参ります。 

 さらに、地元生産農家から減農薬栽培米などの食

材の寄贈や小学生の稲作体験など、食育に関する支

援を受けており、本年度も関係機関と連携を図りな

がら、地産地消など学校給食への関心を高めて参り

ます。 

 次に、健康教育についてです。 

 心身ともに発達途上にある子どもたちが健やかに

成長するためには、望ましい生活習慣を身に付ける

必要があります。学校教育においては、保健体育、

特別活動を中心に健康指導を行ってきております

が、近年、高度情報化などによるライフスタイルの

変化と子どもの健康との関連が指摘されておりま

す。 

 特に、小・中学生の睡眠不足や朝食摂取の乱れに

ついては、学習時間の集中力や記憶力の低下にとど

まることなく、脳や体の発達にも悪影響を及ぼすこ

とが懸念されています。 

 また、従来から指摘されている子どもたちの肥満

傾向や虫歯の増加、パソコン・スマートフォンなど

の普及による視力の低下なども懸念されているとこ

ろです。 

 そのため、学校での健康指導とともに、望ましい

生活習慣の確立を目指し、「早寝・早起き・朝ごは

ん」運動の推奨や、道が提唱している「ノーゲーム

デー」の実施、ネット利用に関する家庭でのルール

作りの提唱など、学校と家庭が連携した取組に努め

て参ります。 
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 また、本市におけるフッ化物洗口は、昨年度で中

学校第３学年までの完全実施となりましたが、今後

もこの体制を継続して参ります。 

 さらに、生活習慣病の予防や、喫煙・薬物乱用の

弊害についても関係機関と連携をとりながら、子ど

もたちの発達段階に応じた指導を行って参ります。 

２．新しい時代にふさわしい教育環境の改善 

 まず、小・中学校の適正配置計画についてです。 

 ２校あった中学校を昨年４月に統合し、７月には

新校舎に移転したところです。 

 また、市内３校の小学校統合については、小学校

区ごとに、保護者や地域住民を対象とした説明会を

行い、令和４年４月の統合について、出席者の皆様

からご了解をいただきました。 

 その後、小学校統合準備委員会を発足し、統合に

関わる諸課題について協議を行っているところであ

り、本年度も同委員会を継続するとともに、協議内

容について、「統合準備委員会だより」等により市

民の皆様へ周知して参ります。 

 次に、コミュニティ・スクールについてです。 

 平成29年度に「地方教育行政の組織及び運営に関

する法律」が改正され、教育委員会が所管する学校

の運営等について協議する機関として学校運営協議

会を置くことが努力義務化されました。 

 本市としては、昨年度まで２年間実施して参りま

した赤平市学校関係者評価委員会を、本年度から学

校運営協議会に発展させます。地域住民等が学校運

営に参画し、地域の教育力や教育資源及び地域の既

存の組織の活用等について熟議を重ねながら、地域

とともにある学校づくりを目指して参ります。 

 次に、ＩＣＴ活用についてです。 

 ＩＣＴ機器は学校の標準的な備品として配置され

る時代を迎えておりますが、なかでもタブレット端

末は周辺市町に比べて充足が進んでおり、効果的な

活用や教育の質の向上が期待されております。 

 これまでも、「赤平市しごと・ひと・まち創生総

合戦略」の施策として、順次、導入を図っておりま

すが、引き続き、小・中学校でのＩＣＴ環境の拡充

を進めて参ります。また、小学校におけるプログラ

ミング教育の開始を見据えて、環境整備を進めて参

ります。 

 次に、幼稚園教育についてです。 

 幼稚園教育は義務教育の基礎を培うものとして、

幼児の健やかな成長のために適切な環境のもと行わ

れるものです。昨年度には、幼稚園教育要領が改訂

され、北海道教育委員会においては、幼児教育の共

通化を図るため、北海道幼児教育振興基本方針が策

定されるとともに、本市においては、認定こども園

への移行を控えるなど、大きな転換時期となってお

ります。 

 改訂されました「幼稚園教育要領」には「幼児期

の終わりまでに育ってほしい姿」が示されておりま

す。主体的な活動を促す指導や遊びを通しての指導、

そして、幼児一人一人の特性に応じた指導などを重

視しながら指導することが示されました。 

 本年度も、園児一人一人の発達状況や興味・関心

を十分理解し、幼稚園教育の推進に努めて参ります。 

 次に、小中一貫教育についてです。 

 小中一貫教育については、中１ギャップの解消を

はじめ、義務教育９年間を見通した教育課程を通し

て、教育活動の効果を高めることが期待されている

ところであります。そのためには、小学校と中学校

の双方が目指す子ども像を共有して、教育課程の意

図的な編成により、指導の重点化と効率化を推し進

める必要があります。 

 道内でも小中一貫教育を導入する自治体が増える

傾向にあることから、本市においても、令和４年度

の小学校統合に合わせ、小中一貫教育の導入に向け

た環境を整えて参ります。 

３．安心・安全な学びを支える多様な教育支援の充

実 

 まず、いじめ防止についてです。 

 いじめ防止の取組は、平成26年度施行の「いじめ

防止対策推進法」を基本に、平成30年２月、「北海

道いじめ防止基本方針」が改正されました。そこで

は、いじめの定義の解釈の明確化とともに、いじめ
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の未然防止の指導を基本に、いじめの疑われる事案

が発生した際には、情報共有を含めて組織的かつ迅

速に対応すること。そして、いじめの解消に係る判

断の目安が示されました。 

 その動きを受けて、本市においても赤平市いじめ

防止基本方針を改定し、いじめの早期発見のための

定期的なアンケートや教育相談の有効活用を図るな

ど、いじめ解消に向けて活用して参ります。 

 次に、体罰の禁止についてです。 

 体罰は、児童生徒の人格を侵害する行為であり、

いかなる理由があっても法令上において厳に禁止さ

れていることであります。 

 また、通常の指導であっても、度が過ぎれば「体

罰」に進行してしまうことから、児童生徒一人一人

の理解を深め、子どもの特性に応じた指導に努める

など、児童生徒の理解に基づく積極的な生徒指導に

より、効果的な教育活動が展開されるよう、各学校

を指導して参ります。 

 次に、不登校についてです。 

 「教育機会確保法」が施行されて以来、学びの目

的が達成されるよう、不登校の児童生徒の状況に応

じた支援が大切にされております。 

 そのため、不登校傾向の状況や改善のための対策

等を定期的に把握するとともに、早期の段階でスク

ールカウンセラー等との連携を積極的に進めます。

また、必要に応じて学校関係者だけではなく、福祉

関係者との連携も図るなど、不登校傾向が深刻な状

況に進行しないよう、タイムリーで適切な支援に努

めて参ります。 

 次に、安全教育についてです。 

 子どもたちの安全の確保については、災害時の防

災教育をはじめ、登下校時の通学路における交通安

全、不審者対策、スマートフォンなどの普及に伴う

ＳＮＳ等のトラブル対策、緊急時の学校と保護者と

の連絡体制の整備など、関係機関と連携しながら安

全な環境整備に努めて参ります。 

 また、防災教育については、昨年度発生した北海

道胆振東部地震及びブラックアウトなどの教訓を踏

まえ、避難訓練の実施はもとより、危険回避能力を

育成する教育活動の推進を図って参ります。 

 次に、就学援助についてです。 

 就学援助制度は、経済的理由により就学が困難な

児童生徒の保護者に対して必要な援助を行い、全て

の児童生徒が義務教育を円滑に受けることができる

ように設けられている制度です。 

 本市においては、申請により対象者を認定し、定

められた援助をしておりますが、特に新入学児童生

徒の学用品費については、入学準備の負担軽減を図

るため、入学前の早期支給を行っております。 

 また、生活保護基準見直しに伴う準要保護者に対

する就学援助については、就学援助制度の趣旨を踏

まえ、児童生徒に影響が及ぶことのないよう対応し

て参ります。 

 なお、「赤平市しごと・ひと・まち創生総合戦略」

としての「人材育成・定住促進奨学金」及び「高等

学校等通学費等支援」については、きめ細かな情報

提供に努めて参ります。 

 次に、教職員の服務規律保持についてです。 

 教職員の不祥事防止については、全道的に、毎年

５月と６月を「コンプライアンス確立月間」として、

法令遵守、意識啓発の職場研修を実施しております

が、不祥事は根絶されていない状況にあります。 

 本市においても、改めて、その趣旨の徹底を図り、

教育公務員としての自覚や意識を喚起して参りま

す。 

 また、「学校における働き方改革」については、

国や道の動向を勘案しつつ、本市の「基本方針」に

基づき、実効性のある取組を推進して参ります。 

４．学び合いで地域力を育む社会教育の推進 

 人口減少や少子高齢化の推移によって、社会環境

が大きく変化するなか、第５次赤平市社会教育中期

計画に基づき、市民一人一人が心豊かで生きがいの

ある生活を送るための学習活動を奨励して参りま

す。 

 子どもたちには、自主性や社会性など、生きる力

を育てる学習機会の充実と、非行防止などの青少年
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対策を促進しているところです。 

 さらに、高齢社会に対応して、生涯にわたって多

様な学習ニーズに応えるとともに、文化活動・スポ

ーツを気軽に行い、その学習成果や経験等が活かさ

れることで、市民一人一人の生きがいに繋げるほか、

人々や地域の交流を図り、心身ともに健やかで充実

した生活を営み、地域社会の形成に寄与するよう社

会教育の充実に努めて参ります。 

 また、赤平市総合計画との整合性から、第５次赤

平市社会教育中期計画を１年間延長することとなり

ますが、令和元年度において、令和２年度から令和

６年度までの第６次社会教育中期計画を策定し、さ

らなる社会教育の推進に努めて参ります。 

 まず、青少年教育についてです。 

 青少年期は、人生を営む上で基礎となる大切な時

期であり、次代を担う子どもたちが健やかに成長し

ていくため、学校・家庭・地域との連携が重要です。 

 各地区育成会をもって組織する赤平市青少年育成

連絡協議会と連携を図りながら、令和元年度におい

ても青少年の健全育成に努めるため、青少年リーダ

ー育成を目的とした「ふるさと少年教室」、子ども

たち自らの企画による遊びを通じた交流の場を作る

「あかびら子どもまつり」、団体競技を通して協調

性を育む「夏季・冬季スポーツ大会」「子どもかる

た大会」、冬の野外における遊びの体験などによっ

て交流を図る「子ども冬遊び事業」を継続して参り

ます。 

 また、全国的に社会問題化されている青少年非行、

いじめ、不登校、児童虐待などにつきましても青少

年教育の課題となっております。 

 従って、中学校統合を機に、平成30年度に学校や

児童福祉関係者及び警察との連携による「赤平市青

少年非行防止連絡会議」を設立いたしました。関係

機関とより一層情報連絡を密にしながら、注意事項

を周知するほか、問題発生の際は、迅速な対応を図

るよう努めて参ります。 

 次に、公民館活動についてです。 

 東公民館及び交流センターみらいにつきまして

は、各種講座や教室、サークル活動などを通じて、

学びあい、教えあい、交流を深める場として、幅広

い年齢層の方に利用されております。 

 令和元年度は、「赤平市しごと・ひと・まち創生

総合戦略施策」に基づく、高齢者の学びと交流を深

めるため、高齢者大学を実施します。また、今後も

市民ニーズにあった事業を継続するため、市民団体

並びに行政内との連携を図るとともに、生涯学習ま

ちづくり出前講座をはじめ、文化・教養を育む新た

な事業の実施に向けた検討を行うなど、市民のため

の安全性を含めた施設整備を行い、生涯学習の推進

に努めて参ります。 

 次に、図書館と読書活動についてです。 

 市民に親しまれる機能的な図書館運営を目指し、

令和元年度においても、読み聞かせ会をはじめ、幼

児を対象としたブックスタート、移動図書館などの

定期的な事業のほか、小・中学生を対象とした読書

感想文コンクール、専門家を招いた朗読とギター演

奏など、幅広い年齢層に対する事業を継続して参り

ます。 

 また、令和元年度からの移動図書館につきまして

は、東公民館を平岸コミュニティセンターへ変更し

て、茂尻小学校を継続し、新たに文京生活館、豊里

小学校、赤間小学校を会場に行って参ります。 

 今後も市民の知的ニーズに応え、幅広い世代への

読書習慣の向上や学習活動などに繋がるよう、図書

整備のあり方や読書に対する関心を高めるため努力

して参ります。 

 次に、芸術・文化活動、文化財保護についてです。 

 赤平市文化協会を中心とした各種サークルや同好

会によって、市民総合文化祭をはじめ、発表会や展

示会、研修会など、積極的な芸術・文化活動が行わ

れており、個人の豊かな心を醸成すると共に、コミ

ュニティ形成などにも活かされ、生きがいづくりを

期待できるため、今後も団体等に対する支援を継続

して参ります。 

 また、文化財保護に関しては、赤平市を発展させ

た炭鉱の歴史を後世に受け継ぐことを目的として、
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平成30年７月に開設した炭鉱遺産ガイダンス施設に

おいて、１年目は目標を上回る来館者数となりまし

たが、２年目となる令和元年度においても、小・中

学校の授業見学、食のＴＡＮｔａｎまつり、大手四

山の関係者による公開トーク、北海道・ツアー会社

・自治体などとの連携も継続し、子どもたちの歴史

への関心を深めるため、炭鉱遺産絵画展を開催する

など、来館者増加に向けた新たな企画事業も検討し

て参ります。 

 さらに、赤平市の炭鉱遺産を構成文化財とする「炭

鉄港」が文化庁の日本遺産に認定されましたが、炭

鉱遺産の価値の証をより一層明確にするため、令和

元年度の早期に、国の登録有形文化財指定を目指し

て参ります。 

 次に、体育・スポーツについてです。 

 令和元年度においても、北翔大学との連携事業と

して、子どもたちの体力向上を目指す「こども体力

測定会・走り方教室」、子どもたちが元プロ野球選

手からの指導を受け、夢と感動をもって技術向上に

繋げる「こども野球教室」、北翔大学との連携によ

り高齢者を主体として健康増進を図る「市民スマイ

ルウォーキング」、市民の誰もが楽しむことができ

る「軽スポーツ・ニュースポーツ大会」、子ども・

大人を対象とした各「水泳教室」、中学生を対象と

した「バレーボール教室」を継続して参ります。 

 また、各スポーツ施設に関しましては、関係団体

からの要望を検討し、維持管理に努めるほか、自然

災害により課題となっているパークゴルフ場につき

ましては、第６次社会教育中期計画の中で移転先を

協議して参ります。 

 今後も、市民の体力の向上及び健康増進などを目

的として、北翔大学や体育協会、スポーツ推進委員、

各スポーツ連盟などと連携して参ります。 

Ⅱ．むすび 

 以上、令和元年度の赤平市教育行政執行方針につ

いて申し上げましたが、執行にあたり、教育行政事

務の管理及び執行の状況に関する点検・評価に基づ

き、学校・家庭・地域・行政の一体となった取組を

通じ、より一層開かれた教育行政を目指しながら、

効果的に執行して参りますので、議員各位並びに市

民の皆さまのご理解とご協力を賜りますようお願い

申し上げます。 

〇議長（若山武信君） 暫時休憩といたします。 

（午前１１時４２分 休 憩） 

                       

（午後 １時００分 再 開） 

〇議長（若山武信君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

                       

〇議長（若山武信君） 日程第６ 議案第７号赤平

市選挙公報発行条例の一部改正についてを議題とい

たします。 

 本案に関する提案理由の説明を求めます。市長。 

〇市長（畠山渉君） 〔登壇〕 議案第７号赤平市

選挙公報発行条例の一部改正につきまして、提案の

趣旨をご説明申し上げます。 

 公職選挙法の一部改正により、事務の合理化と各

世帯配布の早期化を図ることを目的として選挙公報

の掲載文の電子データによる提出が可能となり、本

年６月１日に施行されましたことから、所要の改正

を行うもので、公布の日から施行するものでありま

す。 

 以上、ご提案申し上げますので、よろしくご審議

賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（若山武信君） 説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

〇議長（若山武信君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっておりま

す議案第７号については、会議規則第36条第３項の

規定により、委員会の付託を省略いたしたいと思い

ます。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（若山武信君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第７号については、委員会の付託を
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省略することに決定いたしました。 

 これより、討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

〇議長（若山武信君） 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終結いたします。 

 これより、議案第７号について採決をいたします。 

 本案は、原案どおり決することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（若山武信君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案どおり可決されました。 

                       

〇議長（若山武信君） 日程第７ 議案第８号赤平

市森林環境譲与税基金条例の制定についてを議題と

いたします。 

 本案に関する提案理由の説明を求めます。市長。 

〇市長（畠山渉君） 〔登壇〕 議案第８号赤平市

森林環境譲与税基金条例の制定につきまして、提案

の趣旨をご説明申し上げます。 

 本条例は、平成31年度税制改正において新たに創

設された森林環境譲与税を基金により民有林の森林

整備や管理に活用するために制定するもので、趣旨

といたしまして森林整備を進めるに当たり、森林所

有者の経営意欲の低下や所有者不明森林の増加、境

界未確定の森林の存在、担い手の不足等の問題を市

が仲介役となり、森林所有者と林業経営者をつなぐ

システムを構築することでさまざまな課題にて手入

れができていなかった森林における間伐、路網等の

森林整備やこのための意向調査、境界確定、森林整

備を担う人材育成や担い手の確保等の取り組みを推

進していくものでございます。 

 以下、条例の内容につきましてご説明申し上げま

す。 

 第１条につきましては、基金の設置について規定

したものであります。 

 第２条につきましては、基金の積み立てについて

規定したものであります。 

 第３条につきましては、基金の管理について規定

したものでございます。 

 第４条につきましては、基金の運用益金の処理に

ついて規定したものであります。 

 第５条につきましては、現金運用等の特例につい

て規定したものであります。 

 第６条につきましては、基金の処分について規定

したものであります。 

 第７条につきましては、このほか必要な事項は市

長が定めると委任の規定であります。 

 附則でございますが、この条例は、公布の日から

施行するものであります。 

 以上、ご提案申し上げますので、よろしくご審議

賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（若山武信君） 説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

〇議長（若山武信君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっております議案第８号につい

ては、行政常任委員会に付託いたします。 

                       

〇議長（若山武信君） 日程第８ 議案第９号赤平

市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正につ

いてを議題といたします。 

 本案に関する提案理由の説明を求めます。市長。 

〇市長（畠山渉君） 〔登壇〕 議案第９号赤平市

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正につき

まして、提案の趣旨をご説明申し上げます。 

 地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推

進を図るための関係法律の整備に関する法律による

災害弔慰金の支給等に関する法律の一部改正等の施

行などにより、受給遺族や利率、償還等について改

正されましたことから、所要の改正を行うもので、

公布の日から施行するなどとするものであります。 

 以上、ご提案申し上げますので、よろしくご審議

賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（若山武信君） 説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。質疑ありませんか。 
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（「なし」と言う者あり） 

〇議長（若山武信君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっております議案第９号につい

ては、行政常任委員会に付託いたします。 

                       

〇議長（若山武信君） 日程第９ 議案第10号赤平

市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部改正についてを議題といたしま

す。 

 本案に関する提案理由の説明を求めます。市長。 

〇市長（畠山渉君） 〔登壇〕 議案第10号赤平市

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部改正につきまして、提案の趣旨をご

説明申し上げます。 

 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の

一部を改正する省令により、代替保育に係る連携施

設及び食事の提供について改正され、平成31年３月

29日に公布、平成31年４月１日から施行されました

ことから、同基準を引用する本条例について所要の

改正を行うもので、公布の日から施行するものであ

ります。 

 以上、ご提案申し上げますので、よろしくご審議

賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（若山武信君） 説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

〇議長（若山武信君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっております議案第10号につい

ては、行政常任委員会に付託いたします。 

                       

〇議長（若山武信君） 日程第10 議案第11号赤平

市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部改正についてを議題といた

します。 

 本案に関する提案理由の説明を求めます。市長。 

〇市長（畠山渉君） 〔登壇〕 議案第11号赤平市

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部改正につきまして、提案の趣

旨をご説明申し上げます。 

 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する

基準の一部を改正する省令により、放課後児童支援

員の資格について改正され、平成31年３月29日に公

布、平成31年４月１日から施行されましたことから、

所要の改正を行うもので、公布の日から施行するも

のであります。 

 以上、ご提案申し上げますので、よろしくご審議

賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（若山武信君） 説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

〇議長（若山武信君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっております議案第11号につい

ては、行政常任委員会に付託いたします。 

                       

〇議長（若山武信君） 日程第11 議案第12号赤平

市国民健康保険条例の一部改正についてを議題とい

たします。 

 本案に関する提案理由の説明を求めます。市長。 

〇市長（畠山渉君） 〔登壇〕 議案第12号赤平市

国民健康保険条例の一部改正につきまして、提案の

趣旨をご説明申し上げます。 

 国民健康保険税の算出項目につきましては、標準

基礎分、後期高齢者支援金等分、介護納付金分の３

項目から構成されておりますが、北海道が策定した

国民健康保険運営方針に基づき北海道内における保

険税負担の統一化に向けた議論が始まったことか

ら、本市におきましても今後段階的に北海道が示す

標準税率に近づけていくための工程表を作成し、今

般国民健康保険運営協議会におきましてそれぞれ項

目ごとにご審議いただいたところでございます。さ

らに、平成31年度税制改正によりまして地方税法施

行令等の一部を改正する政令が平成31年３月29日に

公布され、国民健康保険税の課税限度額を引き上げ
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るとともに、国民健康保険税の軽減税率について５

割軽減及び２割軽減の対象世帯に係る所得判定基準

を改正することとされましたことから、所要の改正

を行うもので、公布の日から施行し、平成31年４月

１日から適用するなどとするものであります。 

 以上、ご提案申し上げますので、よろしくご審議

賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（若山武信君） 説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

〇議長（若山武信君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっております議案第12号につい

ては、行政常任委員会に付託いたします。 

                       

〇議長（若山武信君） 日程第12 議案第13号赤平

市介護保険条例の一部改正についてを議題といたし

ます。 

 本案に関する提案理由の説明を求めます。市長。 

〇市長（畠山渉君） 〔登壇〕 議案第13号赤平市

介護保険条例の一部改正につきまして、提案の趣旨

をご説明申し上げます。 

 介護保険料は、所得金額等に応じてご負担をお願

いしておりますが、このたび所得者の介護保険料の

軽減措置の強化のため介護保険法施行令及び介護保

険の国庫負担金の算定等に関する政令の一部を改正

する政令が平成31年３月29日に公布、平成31年４月

１日から施行されましたことから、所要の改正を行

うもので、公布の日から施行するなどとするもので

あります。 

 以上、ご提案申し上げますので、よろしくご審議

賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（若山武信君） 説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

〇議長（若山武信君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっております議案第13号につい

ては、行政常任委員会に付託いたします。 

                       

〇議長（若山武信君） 日程第13 議案第14号消費

税率及び地方消費税率の引上げに伴う関係条例の整

備に関する条例の制定についてを議題といたしま

す。 

 本案に関する提案理由の説明を求めます。市長。 

〇市長（畠山渉君） 〔登壇〕 議案第14号消費税

率及び地方消費税率の引上げに伴う関係条例の整備

に関する条例の制定につきまして、提案の趣旨をご

説明申し上げます。 

 消費税及び地方消費税につきましては、本年10月

より10％へ引き上げられるところでありますが、税

負担の円滑かつ適正な転嫁を基本として対処すると

の考え方を踏まえまして、赤平市道路占用料徴収条

例、赤平市水道条例、赤平市公民館使用条例、赤平

市営テニスコート条例、赤平市都市公園条例、赤平

市コミュニティセンター条例、赤平市ふれあいホー

ル設置条例、赤平市総合体育館設置条例、赤平市下

水道条例、赤平市コミュニティ広場設置条例、赤平

市エルム高原家族旅行村条例、赤平市行政財産使用

料条例、赤平市保養センター条例、赤平市ケビン村

条例、赤平市特定公共賃貸住宅管理条例、赤平市市

営住宅条例、赤平パークゴルフ場条例、赤平市エル

ム高原オートキャンプ場条例、エルムの里ほろおか

交流センター設置条例、赤平市交流センターみらい

条例、あかびら市立病院使用料及び手数料条例、赤

平市普通河川管理条例、赤平市虹ケ丘球場条例及び

赤平市農産物加工実習センター条例の24条例の改正

を行うもので、令和元年10月１日から施行するなど

とするものであります。 

 以上、ご提案申し上げますので、よろしくご審議

賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（若山武信君） 説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。質疑ありませんか。

北市議員。 

〇６番（北市勲君） ただいまの議案第14号の中で

保養センターの利用料の入館料ですが、従来500円の
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ものが520円になっていますが、この520円になった

根拠についてご説明をお願いいたしたいと思いま

す。 

〇議長（若山武信君） 商工労政観光課長。 

〇商工労政観光課長（磯貝直輝君） 保養センター

の利用料につきましては、従来500円だったものが５

％を掛けまして、10円以下端数処理としまして520

円というふうになっております。 

〇議長（若山武信君） 北市議員。 

〇６番（北市勲君） ただいま500円に掛けたとおっ

しゃいましたけれども、この500円の中に入湯税50

円が入っているわけです。入館料としては500円取っ

ても中身は税金が入湯税として50円かかっている

と。入湯税にも消費税を掛けたということですか。

その辺のところ説明をお願いしたいと思います。 

〇議長（若山武信君） 商工労政観光課長。 

〇商工労政観光課長（磯貝直輝君） 大変申しわけ

ありません。500円から入湯税の50円分の差し引いた

ものに掛けたものでございます。 

〇議長（若山武信君） 北市議員。 

〇６番（北市勲君） 申しわけない。450円に20％掛

けたということですか。そういうことで理解してよ

ろしいですか。 

（何事か言う者あり） 

〇６番（北市勲君） ５％。 

（「はい、５％です」と言う者あり） 

〇６番（北市勲君） ５％ね。わかりました。 

〇議長（若山武信君） 木村議員。 

〇３番（木村恵君） 今回の条例制定ですけれども、

今後も消費税率が上がっていくものとして個々の条

例の一部改正ではなく一括で制定するという、私は

極めて乱暴な印象を受けましたが、そういう条例制

定だと思います。24条例まとめてということです。

公の施設の使用料、公営企業の料金、各種事業の利

用者負担金等々、地方公共団体が行うサービス等で

事業として対価を得て行う資産の譲渡や貸し付けに

該当するもの、それを改定する、これに検討が必要

ということで今回になったと。提案説明でもありま

したけれども、国の通知の内容だと思いますが、円

滑かつ適正に増税分の転嫁をするよう指導があった

というふうに聞いています。最終的には基本的な考

えとして使用料は特定の使用する者だけが得られる

サービスの対価として支払うものなので、受益者負

担の原則に基づき経費に見合う適正な負担を求める

ということを聞いておりますが、３月の行政常任委

員会での質疑で墓地使用料、保育料、家賃等は非課

税とされている。低所得者の方とかが多く利用する

だろうと。一方、社会体育施設などはそうではない

と思う。増税分は転嫁されて、利用者が負担すべき

だということでした。健康増進のために社会教育施

設は転嫁しないという考え、あるのではないかとい

うことに対し、それのほうがむしろ政策的な判断だ

ということでありました。これは前市長のときの委

員会ですが、畠山市長も政策的な判断はしないとい

う考えでしょうか。 

〇議長（若山武信君） 市長。 

〇市長（畠山渉君） 消費税につきましては、これ

までもさまざまな方面から議論がされてきたもので

ございますけれども、一定の浸透はされてきている

のではないのかなというふうには考えてございま

す。このたびご提案申し上げましたけれども、行政

内部においても、それから庁議の中でも使用料です

とか利用料金の改定につきまして議論いたしまし

て、その結果をもとに今回ご提案をしたところでご

ざいます。また、先ほども議員ご指摘ございました

けれども、国、道からでございますが、適正な転嫁

をするようにということで技術的な助言ということ

がなされております。そういったことも考慮いたし

まして、庁議での議論の結果から今回消費税引き上

げ分の転嫁やむなしという判断をしたところでござ

います。したがいまして、政策的に消費税の増税分

を転嫁しないという政策的な判断はしないという考

えでございます。 

 以上です。 

〇議長（若山武信君） 木村議員。 

〇３番（木村恵君） 一定浸透していると。庁議の
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中で議論した結果、やむなしと判断したと。政策的

な判断はしないということでした。非常に残念だな

というふうに思いますが、低所得者の方々は社会体

育施設などはそれほど使用しないだろうと、影響が

ないだろう、だから転嫁していくという考え方にも

受け取りようによってはとれるのではないかと。低

所得者対策として本当に十分なのかというところは

ちょっと疑問が残ると思います。社会参加を拒むこ

とになるおそれもあるのではないかと。 

 もう一点聞きます。今回の増税分の転嫁では、収

入がそれほどふえないということになっておりま

す。上げ幅が少ないからということです。そうであ

れば、受益者負担の原則を貫くより利用促進の観点

から据え置くという判断はできなかったのかと思い

ますが、これもやはり政策判断として行わないとい

う考えでしょうか。お伺いします。 

〇議長（若山武信君） 市長。 

〇市長（畠山渉君） 消費税の基本的な考え方とし

てでございますけれども、事業者が、納税義務者と

いうことでございますけれども、最終的には消費者

が消費税の総額を負担するという間接税ということ

も踏まえまして、今回消費税引き上げ分の転嫁はや

むなしという判断をしたところでございます。 

 以上です。 

〇議長（若山武信君） 木村議員。 

〇３番（木村恵君） 間接税で、最終的には消費者

が負担するものだということは原則になるのかなと

思うのですけれども、利用促進の観点から政策判断

をしないということではないけれども、やはりそう

いう税の原則というものを貫いているという答弁か

なというふうに私思います。施設の性格とか自治体

の考え方でさまざまな選択がやはりあるのではない

かというふうに思います。原則を貫くことを優先す

るのか、利用促進であったり、健康増進であったり、

あるいは低所得者の方々への対策、そういったとこ

ろを議論した上で、やはりこれでなければいけない

というふうになったという印象がちょっと受けな

い、受けられないという感じがします。 

 最後に、もう一問質問します。町内会館などは、

指定管理者、つまり町内会と事前に協議をして据え

置く判断になったというふうに聞いています。今回

の条例制定に載っておりますが、エルム高原関連施

設も指定管理者と事前に協議したということはこれ

聞いていないのですけれども、これらの施設につい

ても協議した結果、増税分転嫁妥当というふうに合

意したのかお伺いします。 

〇議長（若山武信君） 市長。 

〇市長（畠山渉君） エルム高原関連施設の指定管

理者との事前協議ということでございますけれど

も、当然事前に協議させていただきまして、指定管

理者でございますので、上限についての設定をして

いるというものでございまして、実施するかどうか

につきましては指定管理者の判断になるというふう

に考えてございます。 

〇議長（若山武信君） そのほかございませんか。

五十嵐議員。 

〇５番（五十嵐美知君） ただいまの議案第14号、

今木村議員とのやりとりの中である程度把握しまし

たけれども、ただ委員会に付託されても市長おりま

せんので、この場で市長がおりますので、市長にち

ょっと確認したいのですけれども、この10月から10

％に消費税が上がると。ですけれども、今回は前回

８％のときと違って一括で水道条例も含め社会福祉

施設、教育施設なども含まれて提案されております、

24条例。そこで、上げるにしても市長がこのたび選

挙で市民優先、そして対話を重視しているという姿

勢からすれば、ここで先に条例を上げるのでなくて、

皆さんに説明して、それからでもよかったのではな

いかと。なぜこのタイミングで一括上程したのか、

その点ちょっと市長の考え伺っておきたいと思いま

す。 

〇議長（若山武信君） 市長。 

〇市長（畠山渉君） このたびご提案申し上げまし

たけれども、実施に向けては使用料等、消費税また

地方消費税率の引き上げに伴って適正に転嫁するた

めの改定内容につきましては、当然周知を図ってい
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かなければならないというふうには思っておりま

す。私も市民との対話を交えた政策決定プロセスの

確立ということを公約に掲げておりますけれども、

先ほども申し上げましたけれども、これまでさまざ

まな議論がされてきた消費税でございます。基本的

な考え方としては、繰り返しになりますけれども、

事業者が納税義務者であると。そして、最終的には

消費者が負担になるという性質のものでございま

す。10月１日からのスタートというふうに引き上げ

が見込まれておりますことから、この間周知につき

ましてもかなり日にちがかかるのではないのかなと

いうふうに考えております。庁議の中でもこれまで

も何度か議論をさせていただきました。その中での

庁議での議論の結果、それを踏まえましての判断で

ございます。 

 以上です。 

〇議長（若山武信君） 五十嵐議員。 

〇５番（五十嵐美知君） 市長の言っている話、結

局庁議のみでのことでしょう。その中での議論だけ

でしょう。水道とか、そういう消費の部分では８％

になったときもこれ実施しているからわかるので

す。だけれども、さっきの木村議員とのやりとりの

中でも社会教育施設だとか、そういうところは８％

のやっていないわけですから、そういう各種団体と

か利用者で使っている施設については説明を先にし

てから後に条例改正してもよかったのではないかな

と。市長が言っている市民優先とか市民との対話を

重視するという姿勢からはちょっとずれているので

ないかなと私は思ったのです。そこで、改めて市長

のそういった考え方と今回のこの一括の取り組みを

どんなふうに考えて行ったのだと。利用者に説明し

てからでも遅くはなかったのではないかと思うので

す。だから、８％のときにやっている条例改正と今

回の10％になることへの改定は私理解できるので

す。だけれども、８％のときに導入していなかった

施設についてなぜそのような考え方になったのかと

いうことを聞いているのです。 

〇議長（若山武信君） 市長。 

〇市長（畠山渉君） ８％の引き上げのときでござ

いますけれども、実は例えば100円の使用料でござい

ましたら92円何がしの金額になるかと思います。要

するに８％の消費税分は現行の料金の中に、使用料

の中に含まれているという整理をさせていただいて

いると思います。したがいまして、100円のものが今

回110円になるというものでは実はないというふう

に捉まえてございます。失礼。５％でございます。

８％ではなくて、５％につきましては中に含まれて

いるというふうに考えてございます。 

 以上です。 

〇議長（若山武信君） 五十嵐議員。 

〇５番（五十嵐美知君） これ最後ですけれども、

市長、これはやっぱり施設の利用料なんかは義務で

はないのです。ないはずです。ですから、手間暇か

けてしっかりと市民と約束した対話を通して、説明

を通して、それからでも条例に関しては制定してい

いのではないかということから、私は聞いているの

です。ですから、そのことしっかりと守っていただ

きたかったなと思います。手間暇かけてください。

時間かけてください。それからでも間に合いますか

ら。よろしくお願いします。何かあったら答えてく

ださい。 

〇議長（若山武信君） 要請ということでよろしい

ですか。 

〇５番（五十嵐美知君） いやいや、答えてくださ

い。 

〇議長（若山武信君） 答弁。では、市長。 

〇市長（畠山渉君） ８％から10％ということでご

ざいますけれども、これまでも何度か団体等とは指

定管理者も含めて議論させていただいたところでご

ざいます。転嫁に当たって利用者の方に意見を聞く

ということも重要でございますけれども、金額の問

題ではございませんけれども、今回の改定、個人の

負担ですと例えば10円ですとか20円という金額が引

き上げになるというふうに考えております。決して

10円とか20円ですとか、そういった金額的な多い、

少ないということ申し上げるつもりはございません
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けれども、今回８％のときの先ほどおっしゃってお

りました議論、それも踏まえて、今度10月からは10

％ということでございますので、少ない金額とはい

えご負担いただくと、こういう市民の皆様方に対し

ましては申しわけないというふうに思っております

けれども、消費税率、消費税の基本的な考え方には

やはり消費者であり、そして施設等を利用される方

の負担になってくるというふうに思っております。

決して消費税を負担するのが、引き上げ転嫁にはし

ない場合であっても消費税については負担をしなけ

ればならなくなってまいります。もし今回の引き上

げをしない場合には財源的には薄く広くというふう

になるかもしれませんけれども、市民の皆様方、利

用されていない方々への負担にもつながってくると

いうふうに考えてございます。基本的な利用者の負

担ということを踏まえて、今回のご提案とさせてい

ただいたところであります。よろしくお願いいたし

ます。 

 以上です。 

〇議長（若山武信君） そのほかございませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

〇議長（若山武信君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっております議案第14号につい

ては、行政常任委員会に付託いたします。 

                       

〇議長（若山武信君） 日程第14 議案第15号北海

道市町村職員退職手当組合規約の変更についてを議

題といたします。 

 本案に関する提案理由の説明を求めます。市長。 

〇市長（畠山渉君） 〔登壇〕 議案第15号北海道

市町村職員退職手当組合規約の変更につきまして、

提案の趣旨をご説明申し上げます。 

 職員の退職手当の支給のため本市におきましては

北海道市町村職員退職手当組合に加入しているとこ

ろでありますが、平成31年３月31日に北空知葬斎組

合、日高地区交通災害共済組合及び池北三町行政事

務組合が解散により当組合を脱退したことに伴い、

当該規約の一部を改正する必要がありますことか

ら、地方自治法第290条の規定により議会の議決を求

めるもので、この規約は地方自治法第286条第１項の

規定による総務大臣の許可の日から施行するもので

あります。 

 以上、ご提案申し上げますので、よろしくご審議

賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（若山武信君） 説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

〇議長（若山武信君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっておりま

す議案第15号については、会議規則第36条第３項の

規定により、委員会の付託を省略いたしたいと思い

ます。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（若山武信君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第15号については、委員会の付託を

省略することに決定いたしました。 

 これより、討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

〇議長（若山武信君） 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終結いたします。 

 これより、議案第15号について採決をいたします。 

 本案は、原案どおりに決することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（若山武信君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案どおり可決されました。 

                       

〇議長（若山武信君） 日程第15 議案第16号令和

元年度赤平市一般会計補正予算、日程第16 議案第

17号令和元年度赤平市国民健康保険特別会計補正予

算、日程第17 議案第18号令和元年度赤平市霊園特

別会計補正予算、日程第18 議案第19号令和元年度

赤平市介護保険特別会計補正予算、日程第19 議案

第20号令和元年度赤平市水道事業会計補正予算、日
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程第20 議案第21号令和元年度赤平市病院事業会計

補正予算を一括議題といたします。 

 本案に関する提案理由の説明を求めます。副市長。 

〇副市長（伊藤嘉悦君） 〔登壇〕 議案第16号か

ら議案第21号まで各会計補正予算につきましてご説

明申し上げますが、金額の増減を伴わない財源補正

につきましては説明を省略させていただきます。 

 議案第16号令和元年度赤平市一般会計補正予算

（第２号）につきまして、提案の趣旨をご説明申し

上げます。 

 一般会計補正予算（第２号）につきましては、第

１条で歳入歳出にそれぞれ４億9,548万2,000円を追

加し、予算の総額を93億5,000万円とするものであ

り、第２条で債務負担行為の追加、第３条で地方債

の変更及び追加を定めるものであります。 

 議案書３ページをお願いいたします。第２表、債

務負担行為補正ですが、公営住宅建設事業（吉野第

一団地）につきまして事業が２カ年度にまたがるた

め、債務負担行為の期間及び限度額を追加設定する

ものであります。 

 同じく第３表、地方債補正ですが、道路整備事業

ほか普通建設事業の歳出予算計上に伴い、記載のと

おり限度額を変更、追加するものであります。 

 次に、歳出予算について説明いたしますので、事

項別明細書８ページをお願いいたします。 

 ２款１項１目一般管理費132万円の増額は、地方公

務員法及び地方自治法の一部改正により令和２年４

月から会計年度任用職員制度が導入されることに伴

い、職員説明会や関連する条例の整備等、制度の円

滑な導入を図ることを目的として会計年度任用職員

制度導入支援業務委託料99万円を計上するほか、同

制度に対応するため人事給与システム電算改修委託

料33万円を計上するものです。 

 ２目庁舎管理費500万円の増額は、老朽化した庁舎

排水管を改修するための工事請負費を計上するもの

です。 

 ３目電算管理費239万1,000円の増額は、特定個人

情報提供に係る自治体間中間サーバープラットホー

ムの次期システム設計構築に要する経費として地方

公共団体情報システム機構負担金を増額するもの

で、全額国庫支出金が充当されるものです。 

 ４目広報広聴費792万8,000円の増額は、高齢者や

障がい者に利用しやすいホームページに再構築する

ため、ホームページシステム改修委託料を計上する

もので、全額あかびらガンバレ応援基金繰入金を充

当するものです。 

 ８目車両管理費141万円の増額は、老朽化した共用

車１台を更新するための備品購入費を計上するもの

です。 

 ９目企画費50万円の増額は、市民参加のまちづく

りを推進するためまちづくり講演会の開催に要する

経費として講師派遣手数料を計上するもので、全額

あかびらガンバレ応援基金繰入金を充当するもので

す。 

 15目防災費22万2,000円の増額は、北海道市町村振

興協会の設立40周年記念特別支援事業の助成内示を

受け、避難所用の発電機１台を購入するための備品

購入費を増額するものです。 

 10ページをお願いいたします。３項１目戸籍住民

基本台帳費４万4,000円の増額は、コピー機の元号改

正対応に伴い、使用料及び賃借料を増額するもので

す。 

 12ページをお願いいたします。４項２目参議院議

員選挙費34万9,000円の増額は、国会議員の選挙等の

執行経費の基準に関する法律の一部改正に伴い、投

票管理者等の報酬の額を改めるほか、選挙事務とし

て臨時職員１名を任用するための賃金33万4,000円

を計上するもので、全額国庫支出金が充当されます。 

 14ページをお願いいたします。３款１項３目老人

福祉費98万1,000円の増額は、老朽化により寿の家住

友老人クラブ集会所の床及び寿の家豊里老人クラブ

集会所のトイレを改修するための修繕料を増額する

もので、全額あかびらガンバレ応援基金繰入金を充

当するものです。 

 ８目プレミアム付商品券事業費9,777万2,000円の

増額は、消費税率の引き上げに伴い、低所得者、子
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育て世帯の消費に与える影響を緩和するとともに、

地域における消費を喚起、下支えするため低所得者、

子育て世帯向けのプレミアムつき商品券の発行に要

する経費を計上するもので、国庫支出金2,777万

2,000円、プレミアムつき商品券販売収入7,000万円

が充当されます。 

 16ページをお願いいたします。３項１目生活保護

費279万5,000円の増額は、生活保護法の改正により

被保護者健康管理支援事業が創設されたことに対応

するため、生活保護システム改修業務委託料270万円

を計上するもので、全額国庫支出金が充当されます。

また、飛び石により破損した公用車のフロントガラ

スを交換するための修繕料を増額するものです。 

 18ページをお願いいたします。４款１項２目生活

習慣病予防費15万円の増額は、生活習慣病の一つで

ある歯周病の検診事業を拡充するため健康診査委託

料を増額するものです。 

 ３目感染症予防費354万2,000円の増額は、高齢者

の肺炎球菌感染症の定期予防接種に係る経過措置延

長による接種対象者の追加に伴う経費のほか、風疹

の予防及び拡大防止を図るため罹患率の高い年齢層

の男性を対象に抗体検査や定期予防接種を実施する

ための経費を計上するもので、国庫支出金82万2,000

円が充当されます。 

 20ページをお願いいたします。５款１項１目労働

諸費15万円の増額は、地元企業の人手不足の改善を

図ることを目的に６月１日に４市、町で設立した中

空知雇用促進協議会の負担金を計上するものです。 

 22ページをお願いいたします。６款１項３目農業

振興費308万1,000円の増額は、特産品ＰＲのため道

内イベントに参加するための旅費４万円を計上する

ほか、地元農産物特産化を推進するための委託料304

万1,000円を計上するもので、全額あかびら創生基金

繰入金を充当するものです。 

 ８目多面的機能支払事業費26万8,000円の増額は、

活動組織による活動面積の追加等があったことか

ら、交付金を増額するもので、道支出金20万円が充

当されます。 

 24ページをお願いします。２項２目林業振興費250

万円の増額は森林環境譲与税を原資として将来の森

林環境整備に必要となる資金を積み立てるもので

す。 

 ３目分収造林費80万2,000円の増額は、来年度の間

伐に向け選木調査等に要する経費を計上するもの

で、分収造林事業受託収入80万円が充当されます。 

 26ページをお願いいたします。７款１項３目エル

ム高原施設費270万円の増額は、保養センター空調設

備の老朽化に伴い男女脱衣室及び男子レストルーム

のエアコン３台の更新を行うための工事請負費を計

上するもので、全額あかびらガンバレ応援基金繰入

金を充当するものです。 

 28ページをお願いいたします。８款２項４目道路

新設改良費１億1,390万円の増額は、来年度工事に向

け東文通学線、東町２号通、昭和２丁目通の実施設

計委託料として2,400万円を計上するほか、豊栄２丁

目公園改良舗装、北文本通改良舗装、茂尻山手歩道

改良、新町通ほか１路線排水整備、道路照明等更新

の工事請負費として8,990万円を増額するもので、国

庫支出金及び市債を充当するものです。 

 ６目橋りょう改良費1,900万円の増額は、奈江沢２

号橋及び大谷沢２号橋の橋梁改修工事費を計上する

もので、国庫支出金及び市債を充当するものです。 

 30ページをお願いいたします。３項２目河川改良

費1,000万円の増額は、ナエ川改修工事費を計上する

ものです。 

 32ページをお願いいたします。４項２目公園費

1,930万円の増額は、都市公園改修工事の予定価格算

出のための設計単価を調査するため実勢価格調査委

託料30万円を計上するほか、翠光苑及び並木公園の

ベンチ、シェルター等を更新するための工事請負費

1,900万円を計上するもので、国庫支出金及び市債を

充当するものです。 

 34ページをお願いいたします。５項１目住宅管理

費591万6,000円の増額は、高齢化対策として福栄１

号棟雁木整備及び日の出、青葉シルバー非常用照明

を更新するための工事請負費を増額するものです。 



 －50－ 

 ２目地域住宅建設費１億2,415万9,000円の増額

は、吉野第一団地１号棟の新築工事費として8,290

万9,000円を増額するほか、青葉団地の外壁屋上防水

の改善工事費として4,125万円を計上するもので、国

庫支出金及び市債を充当するものです。 

 36ページをお願いいたします。10款１項２目事務

局費3,998万5,000円の増額は、スポーツセンターに

保管してある蛍光灯安定器等を処理するため高濃度

ＰＣＢ廃棄物処理に係る経費を増額するものです。 

 38ページをお願いいたします。３項１目学校管理

費284万8,000円の増額は、豊里小学校の複式学級解

消のため臨時教員を採用するための賃金等を増額す

るものです。 

 40ページをお願いいたします。10款５項６目交流

センターみらい費143万4,000円の増額は、雪害によ

り破損した屋上屋根の改修を行うための工事請負費

を計上するものです。 

 ７目炭鉱遺産ガイダンス施設費256万5,000円の増

額は、施設の場所をわかりやすくするための案内看

板の新規設置に係る工事請負費を計上するもので、

全額あかびらガンバレ応援基金繰入金を充当するも

のです。 

 42ページをお願いいたします。７項１目学校給食

センター費696万8,000円の増額は、本年10月から学

校給食の調理部門を民間に委託するための経費とし

て1,355万6,000円を計上し、調理員の賃金658万

8,000円を減額するものです。 

 44ページをお願いいたします。12款１項４目霊園

特別会計繰出金67万円の増額は、井戸の漏水調査及

び配管設備等の修繕料を繰り出すものです。 

 ７目介護保険特別会計繰出金1,133万2,000円の増

額は、消費税率引き上げに伴う低所得者の介護保険

料における負担軽減強化に要する経費を繰り出すも

ので、国庫支出金522万6,000円、道支出金261万3,000

円を充当するものです。 

 ８目水道事業会計繰出金350万円の増額は、自家発

電設備調査設計事業に係る一般会計負担金を繰り出

すもので、一般会計出資債が充当されます。 

 戻りまして、４ページをお願いいたします。本補

正の歳入といたしまして、地方譲与税歳出充当の国、

道支出金、繰入金、諸収入及び市債をそれぞれ増額

するほか、補正に伴う歳入不足額を調整するため19

款１項１目繰越金１億2,913万1,000円を増額するも

のです。 

 続きまして、議案第17号令和元年度赤平市国民健

康保険特別会計補正予算（第１号）につきまして、

提案の趣旨をご説明申し上げます。 

 事項別明細書６ページをお願いいたします。歳出

ですが、１款１項１目一般管理費69万3,000円の増額

は、国民健康保険制度改正に伴い応益割に係る被扶

養者減免期間の見直しに対応するためシステム改修

委託料を計上するもので、全額道支出金が充当され

ます。 

 続きまして、議案第18号令和元年度赤平市霊園特

別会計補正予算（第１号）につきまして、提案の趣

旨をご説明申し上げます。 

 事項別明細書６ページをお願いいたします。歳出

ですが、１款１項１目一般管理費67万円の増額は、

霊園全体の水が出なくなったため、井戸の漏水調査

及び配管設備等の修繕料を増額するもので、同額を

一般会計から繰り入れるものです。 

 続きまして、議案第19号令和元年度赤平市介護保

険特別会計補正予算（第２号）につきまして、提案

の趣旨をご説明申し上げます。 

 事項別明細書６ページをお願いいたします。歳出

ですが、１款１項１目一般管理費121万1,000円の増

額は、介護保険料軽減強化等の介護保険制度改正に

伴うシステム改修費を計上するもので、国庫支出金

33万円が充当されます。 

 戻りまして、４ページをお願いいたします。歳入

ですが、１款１項１目第１号被保険者介護保険料

1,045万1,000円の減額は消費税率引き上げに伴う低

所得者の介護保険料における負担軽減強化によるも

ので、５款１項１目一般会計繰入金1,133万2,000円

の増額は保険料の減額分及びシステム改修費を繰り

入れするものです。 
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 続きまして、議案第20号令和元年度赤平市水道事

業会計補正予算（第１号）につきまして、提案の趣

旨をご説明申し上げます。 

 １ページをお願いいたします。国庫補助金の採択

に伴う事業を実施するため第２条において収益的収

入700万円、支出700万1,000円を増額し、第３条にお

いて資本的収入939万2,000円、支出984万5,000円を

増額し、不足する１億539万4,000円を過年度分損益

勘定留保資金で補填するもので、第４条の企業債の

限度額、第５条の他会計からの補助金につきまして

も350万円それぞれ増額するものです。 

 ３ページをお願いいたします。支出の１款１項４

目総係費700万1,000円の増額は、民間資金等活用事

業調査委託に係る費用で、その財源として２ページ、

収入の１款２項２目国庫補助金700万円を計上する

ものです。 

 ４ページをお願いします。支出の１款１項４目浄

水施設改良費984万5,000円の増額は、非常用自家発

電施設実施設計委託料に係る費用で、その財源とし

て収入の１款１項１目企業債350万円、３項１目他会

計補助金350万円、４項１目国庫補助金239万2,000

円をそれぞれ計上するものです。 

 続きまして、議案第21号令和元年度赤平市病院事

業会計補正予算（第１号）につきまして、提案の趣

旨をご説明申し上げます。 

 １ページをお願いいたします。第２条において令

和２年４月からの会計年度任用職員制度の円滑な導

入を図ることを目的とした業務委託料を計上するた

め、収益的支出の予定額66万円を増額するものです。 

 以上、議案第16号から議案第21号につきまして一

括してご提案申し上げますので、よろしくご審議賜

りますようお願い申し上げます。 

〇議長（若山武信君） 説明が終わりました。 

 これより、一括質疑に入ります。質疑ありません

か。木村議員。 

〇３番（木村恵君） まず、一般会計が４点、水道

事業会計が１点あります。 

 一般会計の８ページ、９ページ、総務費です。２

款１項１目一般管理費132万円の増額について、会計

年度任用職員制度導入ですけれども、今回の制度導

入支援委託の内容、具体的にどのようなものなのか

を聞きたいということで、まず１点目。 

 ２点目は20ページ、21ページ、労働費、５款１項

１目労働諸費15万円の増額です。６月１日の４市町

の協議会設置ということでしたが、所信表明にあっ

たものかと思いますが、赤平市では現在どのぐらい

人手が足りていないのかということと協議会の設置

の経緯というのをあわせてお伺いしたいということ

です。 

 それから、３点目が36ページ、37ページ、教育費

です。10款１項２目事務局費3,998万5,000円の増額

ですが、スポーツセンターのＰＣＢ廃棄物処理とい

うことでした。今行う理由に何があるのかというこ

とで、例えば跡地利用に何か進展があったのか、あ

るいは財源的に有利なものがあったのか、その理由

をお伺いしたいと思います。 

 ４点目です。40ページ、41ページ、10款５項７目

炭鉱遺産ガイダンス施設費256万5,000円の増額で

す。看板設置であかびらガンバレ応援基金を充当す

るということでしたので、財源的には寄附者の目的

に合った使い方なのだろうというふうに思います。

どこにどのようなものを何カ所設置するという予定

があればお聞きしたいと思います。 

 最後です。水道事業会計補正予算です。３ページ

です。収益的支出、１款１項４目総係費ですけれど

も、700万1,000円の増額です。民間委託調査費用と

いうことで国から財源あるのですけれども、具体的

な調査項目、どういったものになるのかということ

で、国の進めようとしているコンセッション方式な

どもこの調査には含まれるのかお伺いしたいと思い

ます。 

 以上です。 

〇議長（若山武信君） 総務課長。 

〇総務課長（熊谷敦君） 一般管理費委託料132万円、

そのうちの会計年度任用職員制度導入支援業務委託

料99万円の内容でございますが、制度の説明研修会、
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これを２回ほど見ています。それと、任用根拠の明

確化、適正化、制度導入に関するヒアリングシート

の作成ですとか法令改正に伴う例規の整備支援、そ

のような内容の委託というふうになっております。 

 以上でございます。 

〇議長（若山武信君） 商工労政観光課長。 

〇商工労政観光課長（磯貝直輝君） 労働費の中空

知推進協議会の設立の経緯と市内での人手不足がど

のぐらいあるかということでお答えしたいと思いま

す。 

 平成30年度の労働基本調査報告書によりますと、

市内62社の事業数に対しまして調査を行いまして、

従業員の現在の過不足状況ということで報告をいた

だいております。これによりますと、正規従業員、

延べ人数ですが、建設業で26人、製造業で24人、サ

ービス業で８人、その他で23人、合計で81人従業員

が不足しているという報告が昨年なされておりま

す。また、企業情報ウエブ版のジョブリポによりま

すと、ただいま現在で複数の職種にはわたりますが、

５社について募集しているところでございます。 

 また、中空知雇用推進協議会の設立の経過としま

しては、平成29年10月に北洋銀行、北門信金、滝川

人材定着推進協議会等により開催されました地方創

生セミナーというところで中空知の雇用問題に対し

て各自治体だけでは雇用の確保は困難とされ、広域

での相互的な経済成長戦略の必要性があるというふ

うに分析された結果が示されました。これを受けま

して、中空知広域県内での雇用に取り組む中空知プ

ロジェクトの提案を受け、４市１町の自治体で意見

交換をスタートさせました。この中で地元企業の人

手不足解消、若年層の地元就職推進を目指し、中空

知雇用推進協議会の設立に向け準備を重ね、推進会

議及び担当者検討会議を各４回ずつ重ねて事業収支

の計画を練ってきたところでございます。中空知雇

用推進協議会に関しましては、事業の内容としては

市内に在住する高校生、大学生に地元企業を知って

もらうためそれぞれのまちの企業を訪問する企業見

学バスツアー、それと近年の就職活動で親の反対を

理由に学生が内定を辞退するというケースがふえて

いるため、企業側が親に内定の承諾を確認するよう

な傾向がふえている。このため、学生の就職活動に

親が大きな影響を与えているので、子供の就職を考

えるに当たり、都市部の知名度の大きな企業だけで

はなく、地元の企業を選択肢の一つにしてもらうた

めに学生の親と学生と両方向けに就労支援セミナー

の開催を計画しております。最終的には４市１町の

自治体で意見交換を始めましたが、３市１町となり、

それぞれの負担金として予算計上をしたものでござ

います。 

〇議長（若山武信君） 学校教育課長。 

〇学校教育課長（大橋一君） 教育費のＰＣＢ廃棄

物処理委託料についてでありますが、処理期限は令

和４年度末までと法で定められておりますが、処理

事業所が限られており、時期が遅くなると混雑が予

想されますこと、また処理費用が消費税課税対象で

あることから、本年度９月末までに完了する予定と

して予算計上させていただいており、財源的に有利

なものは特段ございません。 

 以上です。 

〇議長（若山武信君） 社会教育課長。 

〇社会教育課長（伊藤寿雄君） 炭鉱遺産ガイダン

ス施設の看板の関係でございますが、特に市外から

車でお越しになられた方、さらにはバス、列車でお

越しになって歩いてこられた方が、ガイダンス施設

について看板の位置が入り口のところで横向きにな

っているというところもありまして、それで施設を

通り過ぎてしまったために複数の方から看板を設置

すべきという要望のお声もいただきまして、そこで

高さ3.9メートル、幅3.6メートルの看板をガイダン

ス施設向かいの道路を挟んだ先の駐車場の入り口の

場所のほうへ１カ所のみ設置をさせていただくため

の今回の増額予算とさせていただいております。よ

ろしくお願いいたします。 

〇議長（若山武信君） 上下水道課長。 

〇上下水道課長（亀谷貞行君） 水道事業収益的支

出の700万1,000円の内容でございますが、内閣府の
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補助事業でありまして、官民連携を主とした事業で

あります。ご質問のコンセッション方式ですが、そ

こまでを目的としているものではございません。調

査の内容としましては、今後継続可能な上下水道事

業、主に水道事業で民間資金の活用、また広域連携

などあらゆる方向から調査を行い、今後どのように

事業展開をしていくか、どう民間資金を活用できる

のか、どう広域連携を模索していくのかをする事業

で、ことしの２月に応募し、３月中旬に内示をいた

だいた事業でございます。 

 以上です。 

〇議長（若山武信君） 木村議員。 

〇３番（木村恵君） ２点お伺いしますけれども、

まず会計年度のところですけれども、研修２回、そ

の他ヒアリングシート等の作成ということでした

が、研修はこれ各課説明会というものではないとい

うことなのでしょうか。６月から各課説明会を開催

していくというスケジュール自体が実質７月からに

なると思うのですけれども、まずその研修というの

は誰向けにやるのか、そして各課説明は誰が主体に

なって行うのか、あとスケジュールのおくれ等は問

題ないのかということなのです。前市長が設置した

行政改革室でこれにかかわる検討、協議をしていた

ということ聞いていますけれども、説明の主体はど

ちらが行われるのでしょうか。 

 それと、もう一点、労働費なのですけれども、詳

しく答えていただきましてありがとうございまし

た。大変厳しい人手不足なのだなというの実感した

のですけれども、４市１町で始まったものが今３市

１町で４市町ということで、やめた自治体がどうい

う理由でやめたのかなというのはすごく気になるの

ですが、近隣自治体も雇用確保においてはいかに住

んでもらうかというところが一番重要になってきて

いて、赤平市も総合戦略で独自にやっているのです

けれども、その取り組みと、広域でやっているので、

影響などが出てこないのかという懸念があると思う

のですが、その辺についてお伺いをしたいと思いま

す。 

〇議長（若山武信君） 総務課長。 

〇総務課長（熊谷敦君） お答えをさせていただき

ます。 

 制度説明研修会２回ということでお答えしまし

た。これは、先ほど６月を予定していたものがその

うちの１回になります。これの対象者なのですが、

６月については若干おくれて、７月に入り込むとい

うふうに考えていますけれども、管理職対象が１回

と、それと残ったもう一回というのが人事管理担当

部署、要は会計年度職員の配置されるであろうその

部署の担当者に対する説明会と、そのように考えて

おります。 

 以上です。 

〇議長（若山武信君） 商工労政観光課長。 

〇商工労政観光課長（磯貝直輝君） 空知管内の高

校等につきまして、大学等につきましても進学校が

最近多くなりまして、就職される子供の数というの

が極端に少なくなってきて、芦別高校は１クラスだ

とか、滝西、滝川西高校も１クラス、あとは滝川工

業高校、あと滝川高校についてはおおよその生徒さ

んが進学されるということで、赤平にも高校がない

ことから、連携を組んで、高校がある芦別市ですと

か滝川市と連携をしながらやったほうがより効果的

ではないかというお話になりまして、このような形

になりました。 

 以上です。 

〇議長（若山武信君） 木村議員。 

〇３番（木村恵君） 総務費なのですけれども、会

計年度なのですが、非常勤の方々の労働条件が変わ

ると同時に、それと財政的な問題というのがしっか

り考えていかなければいけない問題だなというふう

に思っておりますので、業務委託も視野に入ってく

るという話、あるいは今の関係部署へということも

あったと思うので、しっかりやっていただきたいの

ですが、いつごろこの方針というのが固まる予定か

をお伺いしたいと思います。 

〇議長（若山武信君） 総務課長。 

〇総務課長（熊谷敦君） お答えさせていただきま
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す。 

 今回支援業務ということで委託料を組まさせてい

ただきました。これが認めていただければ専門業者

のほうと委託の締結を結びまして、業務が円滑に進

むよう進めていくということになります。当然予算

にも関係することになりますので、新年度予算の予

算要求、それまでについてはある程度内容固めた中

で、そして制度、来年の４月から始まりますけれど

も、その制度に向けて募集におくれることのないよ

うそのように進めていきたいと、そのように努めて

いきたいと考えておりますので、よろしくお願いを

いたします。 

〇議長（若山武信君） 安藤議員。 

〇２番（安藤繁君） まず、第１点ですけれども、

22ページ、23ページの農林水産業費、農業費の関係

ですけれども、13番、委託料の特産品ブランド化推

進業務委託料ということで載っていますが、この特

産品については…… 

〇議長（若山武信君） もう少し大きい声で。マイ

クに向かって。 

〇２番（安藤繁君） 特産品については、何かはっ

きり決まった特産品があるのかどうかお伺いしたい

と思います。 

 続きまして、住宅費の関係ですけれども、34ペー

ジ、35ページです。これの地域住宅建設費の関係で

ございますけれども、公営住宅の新築工事、これに

ついては吉野第一団地だと思うのですけれども、こ

れについて当年度の補助金、それから工事費の金額、

そしてどういう起債が充てられて、一般財源の持ち

出しはどのぐらいになるのか、そして単年度でなく

て２年継続事業だと思いますけれども、これについ

ての大枠の最低の家賃、また最高の家賃等について

お伺いしたいと思います。 

 もう一点は、40ページ、41ページです。教育費、

社会教育費、７番の炭鉱遺産ガイダンス、今ちょっ

と木村議員さんからも質問がありましたけれども、

これについては今１カ所、今のガイダンスの施設の

１カ所ということなのですけれども、今後人が集ま

りやすい幌岡のエルム高原温泉の入り口のところ、

ローソンのあるところですとか駅前広場に設置する

ような予定はないのか、そしてどうせ設置するので

ございましたら、三笠市のほうにことしの春、立坑

やぐらと美唄等も見てまいりました。その中で三笠

市ではジオパークの博物館、それから高校生卒業者

がやっている敷地のところに市内の全体のいわゆる

施設、図面をやっておりまして、非常に行ったとき

に行く場所がわかりやすいと。赤平市も立坑やぐら

だけでなくてズリ山、777段階段、それからエルム高

原温泉、流政之先生の公園、北海頭首工、それから

独歩苑、コチョウランの、こういういろんな施設が

ございますので、今後せっかくつくるのであれば総

合的に人の集まるところに赤平に来たときに案内が

行きやすいような、そういう考え方を持っておられ

るのか、まるっきりないのか、そこら辺をお伺いし

たいと。 

 以上、３点。よろしくお願いします。 

〇議長（若山武信君） 農政課長。 

〇農政課長（若狹正君） お答えいたします。 

 特産品についてですけれども、平成29年度に赤平

トマトスープカレーが１品できておりまして、平成

30年度、それをもとにトマトカレーパンをつくって

おります。今後そのトマトカレーパンとトマトスー

プカレーをＰＲしていくような形をとりながら推進

体制をつくっていくということを念頭にこのような

予算とさせていただいております。 

〇議長（若山武信君） 建設課長。 

〇建設課長（高橋雅明君） 地域住宅建設費ですけ

れども、今年度につきましては工事請負費で１億

2,415万9,000円を計上させていただいておりまし

て、国庫支出金については4,950万9,000円、地方債

につきましては6,080万円、一般財源につきましては

1,385万円となっております。また、全体で３億2,450

万円ということで、国庫支出金につきましては１億

3,697万円、地方債につきましては１億7,340万円、

一般財源につきましては1,413万円となっておりま

す。また、家賃等につきましては、今ちょっと手元
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に資料がございませんので、委員会のときでも、後

日説明させていただきたいと思います。 

〇議長（若山武信君） 社会教育課長。 

〇社会教育課長（伊藤寿雄君） 炭鉱遺産ガイダン

ス施設の看板の関係でありますけれども、場所等の

ＰＲ等含めて市内の公共施設のいろんな場所にはポ

スター、あるいはチラシ等も置いて、ＰＲのために

使わせていただいております。また、従来でいう国

道、道道、ここのところには旧住友赤平立坑といっ

た看板は設置されていますので、道路上でいう、あ

とズリ山も看板が立っておりまして、今後の課題と

してはバイパスを通って虹かけ橋、こちらに入って

きた段階での方向性の看板がないというところ、こ

の辺は状況によってそういった、先ほど申し上げた

ようなそういう要望等の声もお聞きいたしました

ら、その段階でその通り道で数カ所とは言わなくて

も何カ所、どこにつくるべきかということは検討さ

せていただきたいと思いますが、今回の増額補正予

算も250万台ということもありまして、まずはガイダ

ンス施設のほう優先させていただきますので、改め

てそういう課題が発生したら検討していきたいと思

っています。よろしくお願いいたします。 

〇議長（若山武信君） 安藤議員。 

〇２番（安藤繁君） 先ほどの地域住宅建設費の関

係ですけれども、起債の償還、年限は何年ぐらいな

のかというのを一回聞いていきたいと思います。償

還が終わらなければ多目的な使用はできないと思い

まして、そういう多目的な使用をいろいろ考えてい

るのであれば、償還期限がどのぐらいになるかとい

うことをお伺いしたいと思います。 

 あと、先ほどの炭鉱遺産のガイダンスの関係なの

ですけれども、できればやはり総合的に赤平の、そ

ういった観光施設というわけでないのですけれど

も、他市にアピールするようなものがありましたら、

私も三笠に行ったときに、昼にかけて行きましたも

のですから、あれですけれども、食事をしてきたの

です。そういった面ではやはり食事をしたり…… 

〇議長（若山武信君） 安藤議員、何か内容がはっ

きりわからないのですけれども、ごちゃごちゃ、ご

ちゃごちゃしゃべっていて。それで、別のところで

ちょっと細かい部分については質疑やっていただき

たいと思いますけれども。 

〇２番（安藤繁君） そうですか。 

〇議長（若山武信君） それと、マイクの使い方、

もう少しはっきり近くでそれからしゃべり方もはっ

きり言っていただきたいと思います。 

〇２番（安藤繁君） 初めてなものですから、ご容

赦していただきたいと思うのですけれども、１つち

ょっとここで言っておきたいのですけれども、赤平

市の全体のいろんな施設ありますけれども、そうい

った施設が一目でわかるような案内板をぜひ考えて

いただきたいなと思います。 

〇議長（若山武信君） それガイダンスに限っての

話、やりとりしていましたから、そうなると別な話

になるのです。ですから、ほかのところでまた質疑

をやっていただきたいと思いますので。 

〇２番（安藤繁君） 了解しました。初めてなもの

で、ちょっとはみ出したみたいで、申しわけござい

ませんけれども。はい。 

〇議長（若山武信君） それぞれに答弁いただいて

いますので、これで打ち切りまして、後ほど具体的

な質疑してください。よろしいですか。 

〇２番（安藤繁君） はい、よろしいです。 

〇議長（若山武信君） 東議員。 

〇９番（東成一君） １点だけ質問させていただき

ます。 

 一般会計補正予算の22ページ、６款１項３目の委

託料の304万1,000円、これはこの特産ブランド品な

ど委託販売している業者あると思うのですが、そこ

に支払う金額でしょうか、それともほかに推進事業

にかかっているお金も含まれているのでしょうか。

お伺いします。 

〇議長（若山武信君） 農政課長。 

〇農政課長（若狹正君） お答えいたします。 

 これは、特産品の推進、今まで農産物特産品化推

進事業としてやっていたところがありまして、それ
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を新たにブランド化していくということで、先ほど

言いました赤平トマトスープカレー、それとトマト

カレーパンを今後ブランド化して販売していくとい

うところの体制をつくっていくというところなので

す。それで、今まで東京ののれん会というところに

委託していた部分の委託料、これをまたことし１年

継続しまして、推進体制、今までのれん会が主体と

なって販売していた部分を赤平の地元で販売してい

くという推進体制をつくるためのアドバイスをいた

だくというような形で進めていくところでございま

す。 

〇議長（若山武信君） 東議員、よろしいでしょう

か。どうぞ。 

〇９番（東成一君） すると、これは業者、のれん

会に支払う金額ではない。 

〇議長（若山武信君） 農政課長。 

〇農政課長（若狹正君） いろいろとコンサルティ

ング受けるのです。そういった部分のコンサルティ

ング料としてこの304万1,000円がかかるというよう

な形になります。 

〇議長（若山武信君） 東議員。 

〇９番（東成一君） わかりました。 

〇議長（若山武信君） そのほかにございますか。 

（「なし」と言う者あり） 

〇議長（若山武信君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっておりま

す議案第16号、第17号、第18号、第19号、第20号、

第21号については、９人の委員をもって構成する予

算審査特別委員会を設置し、これに付託の上、審査

することにいたしたいと思います。これにご異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（若山武信君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第16号、第17号、第18号、第19号、

第20号、第21号については、９人の委員をもって構

成する予算審査特別委員会を設置し、これに付託の

上、審査することに決しました。 

 ただいま設置されました予算審査特別委員会の委

員の選任については、委員会条例第７条第１項によ

り、議長において、北市議員、御家瀬議員、竹村議

員、安藤議員、伊藤議員、東議員、木村議員、五十

嵐議員、鈴木議員、以上９名を指名します。 

 暫時休憩いたします。 

（午後 ２時２９分 休 憩） 

                       

（午後 ２時５０分 再 開） 

〇議長（若山武信君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

                       

〇議長（若山武信君） 日程第21 報告第１号株式

会社赤平振興公社の経営状況についてを議題といた

します。 

 本件に関する提案理由の説明を求めます。副市長。 

〇副市長（伊藤嘉悦君） 〔登壇〕 報告第１号株

式会社赤平振興公社の経営状況につきまして、ご報

告申し上げます。 

 第37期営業年度、株式会社赤平振興公社事業報告

書、決算報告並びに株主資本等変動計算書について

ご説明申し上げます。 

 最初に、１ページの事業概要でありますが、庶務

事項といたしまして、昨年５月29日に定時株主総会

を開催しております。以降、12月までの取締役会を

記載のとおりの案件で開催をしております。 

 次に、２ページの事業報告書について申し上げま

す。１のエルム営業所でありますが、保養センター

事業につきましては、前期実績より入館者が2,362

人の減となりました。人口減少や高齢化に加え、天

候不順の影響も大きく、繁忙期の７月、８月には雨

の日が多かったこともあり、前年同時期と比較して

1,600人ほど減少したところです。加えて、近隣の温

泉施設のリニューアルの影響も受けたことは否めな

いところであります。ケビン村事業につきましては、

前期実績より172回の利用減となりました。昨年度ケ

ビン数棟を長期間利用していただいた団体と同様の

利用客がなかったことが一番の原因であると考えて
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おります。 

 ２の赤平営業所でありますが、エルム高原施設管

理事業につきましては、家族旅行村におけるキャン

プ利用人数は271人の減少、テニスコートなどの施設

利用も含めると1,436人の減少となり、またオートキ

ャンプ場も利用人数は391人の減少、サイト数では

103区画の減となりました。減少の要因といたしまし

ては、保養センター同様７月、８月に雨の日が多か

ったことが一番の要因であり、上半期の昨年度比較

では500人以上減少しております。一方、冬季のキャ

ンプが増加し、11月から３月のキャンパーが昨年度

より300人ほど増加したところでございます。次に、

じん芥収集運搬事業につきましては、一般ごみの収

集量が35.28トンの大幅な減少、資源ごみも0.82トン

の減少となり、全体で約36.1トンの減少となってお

ります。住友地区共同浴場事業につきましては、前

期より3,168人の減となりました。 

 ３の本町営業所につきましては、平成28年度より

公社の新規部門として事業を開始し、３年が経過い

たしました。市内高齢者の雇用の場を提供し、各公

園管理、墓地清掃など市民の方が多く集まる場所を

清潔かつ健全に管理を行っているところでございま

す。 

 次に、４ページの平成31年３月31日現在の貸借対

照表についてご説明申し上げます。資産の部であり

ますが、流動資産は計3,838万6,972円であります。

そのうち普通預金999万1,208円、定期預金1,800万円

を合わせて2,799万1,208円が預貯金であります。ま

た、未収金につきましては、赤平市から支払われる

３月分委託料であります。固定資産は273万3,744円

であり、減価償却を終えました機械器具類の残存価

格を計上しております。以上、資産の部の合計は

4,112万716円であります。 

 次に、負債・資本の部でありますが、流動負債は

1,968万1,168円であります。未払い金の1,463万934

円は、給料を含めました３月分の会社経費でありま

す。純資産は資本金、利益準備金及び繰越利益剰余

金を合わせまして2,143万9,548円であります。以上、

負債・資本の部の合計は4,112万716円であります。 

 次に、５ページの第37期営業年度の損益計算書に

ついてご説明申し上げます。営業損益の部、営業収

益でありますが、販売売上収益は7,299万7,171円で

あります。赤平市からの委託料収入であります受託

事業収益は9,077万3,912円であり、各受託収入の内

訳は記載のとおりであります。以上、営業収益の合

計は１億6,377万1,083円であります。営業費用であ

りますが、物品等の仕入れ原価であります販売売上

費用につきましては1,040万5,921円であります。人

件費や事業に係る経費などの販売費及び一般管理費

につきましては１億5,566万1,538円であり、各事業

費の内訳は記載のとおりであります。以上、営業費

用の合計は１億6,606万7,459円であり、営業収益か

ら営業費用を差し引きました229万6,376円が営業損

失となったところでありますが、営業外損益の部の

営業外収益が15万8,341円ありましたので、税引き前

の当期純損失は213万8,035円となり、法人税等充当

額20万6,293円を加え、結果といたしまして平成30

年度は234万4,328円の純損失の計上となったところ

であります。 

 次に、６ページの第37期営業年度の株主資本等変

動計算書についてご説明申し上げます。当期の剰余

金でありますが、下段の表のその他資本剰余金及び

その他利益剰余金の内訳書の右側になりますが、前

期末の残高は987万5,876円でしたが、当期純損失234

万4,328円を差し引きました753万1,548円を当期末

残高として、次期繰越金とするものであります。 

 ７ページの結びでありますが、第37期営業年度は、

特に保養センター入館者の大幅な減少並びに原油の

高騰、高どまりによる減収が大きく影響し、厳しい

経営状況となりました。一方、公園管理等の受託事

業がふえたことにより一部収入が増加しましたが、

最終的には234万4,328円の純損失を計上するに至り

ました。今後におきましても景気動向を注視し、積

極的なＰＲ活動を行うとともに、一層の効率的な事

業の執行に努めてまいりたいと結んでおります。 

 なお、８ページには監査報告書、９ページから11
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ページにかけましては決算に関する資料を、12ペー

ジから18ページにかけましては事業実績に関する資

料を掲載しておりますので、ご参照いただきたいと

思います。 

 以上、ご報告申し上げましたので、ご了承のほど

よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（若山武信君） 説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

〇議長（若山武信君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっております報告第１号につい

ては、報告済みといたします。 

                       

〇議長（若山武信君） お諮りいたします。 

 委員会審査及び議案調査のため、あす18日から24

までの７日間休会いたしたいと思います。これにご

異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（若山武信君） ご異議なしと認めます。 

 よって、あす18日から24日までの７日間休会する

ことに決しました。 

                       

〇議長（若山武信君） この際、ご報告いたします。 

 さきに設置されました予算審査特別委員会の正副

委員長が決定いたしました。 

 委員長に伊藤議員、副委員長に安藤議員が選任さ

れましたので、ご報告いたします。 

                       

〇議長（若山武信君） 以上をもって、本日の日程

は全部終了いたしました。 

 本日はこれをもって散会いたします。 

（午後 ３時００分 散 会） 
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